
世
界
経
済
の
リ
ス
ク
拡
大

さ
ら
に
「
で
き
る
範
囲
で
身

の
丈
に
合
っ
た
儀
式
」
に
す

る
こ
と
が
「
本
来
の
姿
」
と

持
論
を
明
か
し
た
。
宮
内
庁

の
山
本
信
一
郎
長
官
ら
に
意

見
を
伝
え
た
が
「
話
を
聞
く

耳
を
持
た
な
か
っ
た
。残
念
」

と
批
判
し
た
。

　

政
府
は
４
月
、
平
成
の
代

替
わ
り
を
踏
襲
し
、
大
嘗
祭

を
「
公
的
な
皇
室
行
事
」
と

位
置
付
け
、
皇
室
の
公
的
活

動
費
「
宮
廷
費
」
か
ら
費
用

を
支
出
す
る
こ
と
を
閣
議
で

了
解
し
た
。
憲
法
は
、
天
皇

は
国
政
に
関
す
る
権
能
が
な

い
と
規
定
し
て
お
り
、
代
替

わ
り
後
に
皇
位
継
承
順
１
位

の
「
皇
嗣
」
と
い
う
重
い
立

場
に
な
る
秋
篠
宮
さ
ま
が
、

政
府
の
決
定
に
異
議
を
唱
え

た
こ
と
が
波
紋
を
広
げ
る
の

は
必
至
だ
。

　

大
嘗
祭
は
、
天
皇
が
即
位

後
初
め
て
催
す
五
穀
豊
穣
に

感
謝
す
る
新
嘗
祭
。
新
憲
法

下
で
初
め
て
行
わ
れ
た
前
回

は
政
教
分
離
を
巡
り
大
き
な

議
論
が
あ
っ
た
。
今
回
も
訴

訟
の
動
き
が
あ
り
、
発
言
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

秋
篠
宮
さ
ま
は
、
前
回
も

国
費
支
出
に
反
対
で
「
す
っ

き
り
し
な
い
感
じ
は
今
で
も

持
っ
て
い
る
」「
宗
教
行
事

と
憲
法
と
の
関
係
は
ど
う
な

の
か
。
内
廷
会
計（
内
廷
費
）

で
行
う
べ
き
だ
」
と
主
張
。

　
【
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
共
同
＝
松
尾
聡
志
】
日
米
欧
に
新
興
国
を
加
え
た
２
０
カ
国
・

地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳
会
合
が
３
０
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

で
開
幕
す
る
。
世
界
経
済
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
安
定
成
長
に
向
け
連
携
を

模
索
す
る
が
、
反
保
護
主
義
を
巡
っ
て
米
中
が
攻
防
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
Ｇ
２
０
と

し
て
結
束
を
示
せ
る
か
は
不
透
明
だ
。
首
脳
宣
言
の
取
り
ま
と
め
は
難
航
が
予
想
さ
れ
、

多
国
間
の
協
調
体
制
は
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。
会
合
は
１
２
月
１
日
ま
で
。

首
脳
会
合
開
幕
、
結
束
焦
点

会
見
し
、
天
皇
の
代
替
わ
り

に
伴
う
重
要
祭
祀「
大
嘗
祭
」

に
つ
い
て
「
宗
教
色
が
強
い

も
の
を
国
費
で
賄
う
こ
と
が

適
当
か
ど
う
か
」と
指
摘
し
、

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
さ
ま
は

３
０
日
、
５
３
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
先

立
ち
東
京
・
元
赤
坂
の
宮
邸

で
妻
紀
子
さ
ま
と
共
に
記
者

「
身
の
丈
に
合
っ
た
儀
式
を
」

Ｇ２０、反保護主義で攻防秋
篠
宮
さ
ま
「
宗
教
色
強
い
」

大
嘗
祭
、
国
費
支
出
に
疑
問

外
国
人
千
人
雇
い
止
め

シ
ャ
ー
プ
の
３
次
下
請
け

金融庁に業務改善計画を
提出後、厳しい表情で記
者会見するスルガ銀行の
有国三知男社長＝３０日午
後、静岡県沼津市（共同）

年
に
入
り
集
中
的
に
雇
い
止

め
さ
れ
た
こ
と
が
３
０
日
、

シ
ャ
ー
プ
の
３
次
下
請
け
会

社
で
雇
用
主
の
「
ト
ラ
ス
ト

ラ
イ
ン
」（
亀
山
市
）
へ
の

取
材
で
分
か
っ
た
。
ご
く
短

期
の
契
約
更
新
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
が
、
シ
ャ
ー

プ
側
の
生
産
縮
小
の
影
響
で

更
新
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
不
安
定
な
外
国
人
労

働
者
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　

政
府
は
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
を
拡
大
す
る
入

管
難
民
法
な
ど
の
改
正
案
の

今
国
会
で
の
成
立
を
目
指
す

が
、
識
者
か
ら
は
国
内
で
の

労
働
環
境
整
備
を
優
先
す
べ

き
だ
と
の
指
摘
が
出
て
い

る
。

　

下
請
け
会
社
に
法
令
違
反

が
相
次
い
で
い
る
と
し
て

支
援
す
る
弁
護
士
ら
が
２
２

日
、
三
重
労
働
局
に
告
発
状

を
提
出
し
た
。

　

労
働
組
合
「
ユ
ニ
オ
ン
み

え
」
に
は
雇
い
止
め
さ
れ
た

外
国
人
か
ら
の
相
談
が
相
次

ぎ
、約
４
０
人
が
加
入
し
た
。

神
部
紅
書
記
次
長
は
「
立
場

の
弱
い
外
国
人
を
使
い
捨
て

て
い
る
」
と
批
判
。
三
重
労

米
大
統
領
元
腹
心
が
司
法
取
引

「
選
挙
中
も
ロ
事
業
」
証
言

　
【
共
同
】
シ
ャ
ー
プ
の
亀

山
工
場
（
三
重
県
亀
山
市
）

で
働
い
て
い
た
日
系
外
国
人

作
業
員
の
う
ち
千
人
が
、
今

　

大
統
領
選
の
予
備
選
が
始

ま
っ
た
後
も
ト
ラ
ン
プ
氏
に

事
業
の
報
告
を
し
て
い
た
と

証
言
し
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
側
近
ら
と
協
議

し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営
と

ロ
シ
ア
の
共
謀
疑
惑
が
深
ま

り
そ
う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領
選

中
か
ら
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
は
一
切
な
い
と
強
調

働
局
の
担
当
者
は
「
春
ご
ろ

か
ら
相
談
が
殺
到
し
た
」
と

話
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ス
ト
社
の
担
当
者
は

「
シ
ャ
ー
プ
の
都
合
で
仕
事

が
減
り
、
１
０
月
ま
で
に
ト

ラ
ス
ト
社
だ
け
で
約
４
０
０

人
が
辞
め
た
。
他
の
３
次
下

請
け
３
社
と
合
わ
せ
、
今
年

に
入
り
雇
い
止
め
は
約
千
人

に
上
る
」と
説
明
し
て
い
る
。

　

担
当
者
に
よ
る
と
ト
ラ

ス
ト
社
も
含
め
た
４
社
は
、

シ
ャ
ー
プ
の
２
次
下
請
け
会

社
の
要
請
を
受
け
、
４
〜
５

年
前
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

求
人
誌
な
ど
で
作
業
員
を
募

集
。
昨
年
末
の
ピ
ー
ク
時
に

は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ

ル
ー
人
ら
約
２
千
人
を
雇

い
、
亀
山
工
場
に
送
り
込
ん

で
い
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
減
産
に
備
え

主
に
約
２
カ
月
の
雇
用
契
約

を
結
ん
で
お
り
、
５
月
の
大

型
連
休
前
後
が
雇
い
止
め
の

ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
現
在
、
ト

ラ
ス
ト
社
が
雇
用
し
て
い
る

の
は
約
１
０
０
人
。
他
の
３

社
に
雇
わ
れ
て
い
る
人
は
い

な
い
と
い
う
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
広
報
担
当
者

は
「
工
場
の
作
業
員
と
は
直

円
で
５
年
連
続
ト
ッ
プ
。
昨

年
１
０
月
に
結
成
さ
れ
た
野

党
第
１
党
の
立
憲
民
主
党
は

１
２
億
５
千
万
円
。
資
金

力
の
差
は
圧
倒
的
だ
。
自

民
へ
の
献
金
の
受
け
皿
と

な
る
政
治
資
金
団
体
「
国

　
【
共
同
】
総
務
省
は
３
０

日
、
２
０
１
７
年
分
の
政
治

資
金
収
支
報
告
書
（
総
務
相

所
管
の
中
央
分
）
を
公
開

し
た
。
政
党
本
部
の
収
入

は
、自
民
党
が
１
６
年
比
７
・

２
％
増
の
２
５
８
億
６
千
万

自
民
圧
倒
、
収
入
２
５
８
億
円

企
業
献
金
も
６
年
連
続
増

　

中
国
は
外
資
規
制
を
通
じ

て
、
進
出
企
業
に
技
術
移
転

を
強
要
す
る
不
適
切
な
慣

行
を
続
け
て
い
る
疑
い
が
あ

り
、
会
合
で
も
争
点
の
一
つ

と
な
る
。
米
国
は
、
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
か
ら
の

脱
退
も
ち
ら
つ
か
せ
て
問
題

へ
の
対
処
を
迫
っ
て
い
る
。

　

国
際
的
な
脱
税
の
防
止
で

は
、
対
策
に
非
協
力
的
と
判

定
さ
れ
た
国
に
対
し
早
期

　
【
共
同
】
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

向
け
融
資
な
ど
で
組
織
的
な

不
正
が
横
行
し
て
い
た
ス
ル

ガ
銀
行
（
静
岡
県
沼
津
市
）

は
３
０
日
、
金
融
庁
に
業
務

改
善
計
画
を
提
出
し
た
。
資

料
の
改
ざ
ん
な
ど
に
関
与
し

た
営
業
担
当
者
や
支
店
長
ら

計
１
１
７
人
の
処
分
が
柱
。

計
画
と
は
別
に
、
不
正
を
主

導
し
た
麻
生
治
雄
元
専
務
執

行
役
員
を
懲
戒
解
雇
し
た
こ

と
も
発
表
し
た
。計
画
に
は
、

営
業
現
場
で
の
過
剰
な
ノ
ル

打
開
策
を
探
る
。

　

貿
易
摩
擦
の
影
響
で
、
中

国
の
景
気
減
速
が
顕
在
化
す

る
な
ど
、
世
界
経
済
の
先
行

き
に
黄
信
号
が
と
も
っ
て
い

る
。
米
中
の
対
立
長
期
化
に

よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
部
品
の
調
達
・
供
給
網
）

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
首

脳
会
合
で
は
景
気
の
失
速
回

避
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

る
。

　

た
だ
巨
額
の
貿
易
赤
字
の

削
減
を
目
指
す
米
国
が
強
硬

姿
勢
を
崩
す
可
能
性
は
低

い
。
首
脳
宣
言
が
ま
と
ま
っ

た
と
し
て
も
、
自
由
貿
易
推

進
の
重
要
性
を
訴
え
る
「
保

護
主
義
と
闘
う
」
と
い
う
表

現
が
盛
り
込
ま
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
。

　

首
脳
会
合
に
先
立
ち
、

２
９
日
に
開
か
れ
た
Ｇ
２
０

財
務
相
会
議
で
は
、
中
国
の

景
気
減
速
な
ど
世
界
経
済
に

は
不
確
実
性
が
多
く
、
下
振

れ
リ
ス
ク
が
深
ま
っ
て
い
る

と
の
認
識
を
共
有
。
麻
生
太

郎
財
務
相
は
「
自
由
で
公
正

な
ル
ー
ル
が
経
済
成
長
の
基

盤
だ
」
と
訴
え
た
。

　

１
１
月
半
ば
に
開
か
れ
た

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会

議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で
は
、
米

中
の
溝
が
埋
ま
ら
ず
首
脳
宣

言
の
採
択
を
断
念
。
Ｇ
２
０

は
両
国
の
深
刻
な
対
立
を
抱

え
た
ま
ま
で
の
開
催
と
な
っ

た
。首
脳
会
合
終
了
後
に
は
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
習
近

平
中
国
国
家
主
席
が
首
脳
会

談
し
、
貿
易
摩
擦
の
緩
和
へ

し
て
き
た
が
、
コ
ー
エ
ン
被

告
の
証
言
が
事
実
な
ら
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
候
補
指

名
争
い
が
本
格
化
し
た
後
も

ロ
シ
ア
事
業
を
追
求
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
９
日
、

記
者
団
に
「
コ
ー
エ
ン
は
弱

虫
だ
。
自
分
の
刑
を
軽
く
す

る
た
め
に
う
そ
を
つ
い
た
」

と
非
難
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
実
業
家
時
代
に
ロ
シ
ア
で

高
層
ビ
ル
「
ト
ラ
ン
プ
タ

ワ
ー
」
建
設
に
意
欲
を
示
し

た
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

　

コ
ー
エ
ン
被
告
は
米
議
会

に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー

計
画
は
共
和
党
予
備
選
が

始
ま
る
直
前
の
２
０
１
６
年

１
月
に
頓
挫
し
た
と
証
言
し

た
。だ
が
、２
９
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
裁
判
所
で
、
１
６

年
６
月
ま
で
事
業
に
つ
い
て

ト
ラ
ン
プ
氏
と
協
議
を
続
け

た
と
述
べ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

発
言
と
整
合
性
を
取
る
た
め

に
議
会
に
偽
証
し
た
と
認
め

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
６
年

５
月
に
共
和
党
候
補
指
名
を

確
実
に
し
た
。

　

ま
た
、
裁
判
資
料
に
よ
る

と
、コ
ー
エ
ン
被
告
は
以
前
、

ロ
シ
ア
政
府
か
ら
事
業
支
援

を
得
る
た
め
プ
ー
チ
ン
氏
の

側
近
ら
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た

が
返
信
が
な
か
っ
た
と
説
明

し
て
い
た
が
、
実
際
は
側
近

と
電
話
で
話
し
合
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

被
告
は
８
月
に
も
ト
ラ
ン

プ
氏
の
女
性
問
題
で
支
払
っ

た
口
止
め
料
を
巡
る
不
正
で

有
罪
を
認
め
て
司
法
取
引
に

同
意
し
た
。

民
政
治
協
会
」（
国
政
協
）

に
対
す
る
企
業
・
団
体
献

金
は
前
年
比
２
・
９
％
増
の

２
３
億
９
千
万
円
と
な
り
、

第
２
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し

た
１
２
年
以
降
、
６
年
連
続

で
増
え
た
。

　

自
民
の
収
入
の
６
８
・
１ 

％
が
、
税
金
を
原
資
と
す
る

１
７
６
億
円
の
政
党
交
付

金
。
国
政
協
へ
の
企
業
・
団

体
献
金
は
、
日
本
自
動
車
工

業
会
が
８
０
４
０
万
円
で
最

多
だ
っ
た
。
日
本
鉄
鋼
連
盟

８
千
万
円
、
日
本
電
機
工
業

会
７
７
０
０
万
円
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
６
４
４
０
万
円
と
続

い
た
。
国
政
協
か
ら
自
民
へ

の
寄
付
は
２
３
億
５
千
万

円
で
、
党
収
入
の
９
・
１
％
。

１
６
年
に
は
な
か
っ
た
借
入

金
の
１
５
億
円
が
党
収
入
を

押
し
上
げ
た
。

　

全
て
の
政
党
を
含
め
た
政

治
団
体
の
支
出
総
額
は
１
・

１
％
増
の
１
０
８
５
億
９ 

千
万
円
。
安
倍
晋
三
首
相

に
よ
る
昨
秋
の
衆
院
解

散
・
総
選
挙
を
受
け
、
選

挙
関
係
費
が
３
倍
超
の

１
０
９
億
８
千
万
円
と
膨
ら

ん
だ
。

　

収
入
総
額
は
２
・
１
％
減

の
１
０
５
８
億
円
。
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
が
９
・

１
％
減
る
な
ど
事
業
収
入
が

落
ち
込
ん
だ
。
借
入
金
は
３

倍
超
の
３
５
億
２
千
万
円

で
、
突
然
の
衆
院
選
に
臨
ん

だ
新
党
の
財
政
事
情
が
う
か

が
え
た
。
一
方
、
分
裂
選
挙

と
な
り
候
補
者
を
擁
立
し
な

か
っ
た
民
進
党
（
現
国
民
民

主
党
）
の
資
金
が
立
民
、
旧

希
望
の
党
な
ど
の
候
補
者
に

支
出
さ
れ
た
。

　

１
８
年
へ
の
繰
越
金
は
自

民
１
３
４
億
４
千
万
円
、
立

民
７
億
３
千
万
円
、
民
進

８
９
億
８
千
万
円
だ
っ
た
。

　

政
党
本
部
の
収
入
額
で

自
民
に
次
ぐ
の
は
共
産
党

で
前
年
比
１
・
９
％
減
の

２
１
２
億
７
千
万
円
。
公

明
党
が
１
２
・
９
％
減
の

１
２
０
億
５
千
万
円
、
民

進
が
１
５
・
３
％
減
の
９ 

０
億
４
千
万
円
と
続
い
た
。

旧
希
望
２
０
億
７
千
万
円
、

日
本
維
新
の
会
１
８
億
円
、

社
民
党
９
億
１
千
万
円
、
自

由
党
４
億
５
千
万
円
だ
っ

た
。

　

報
告
書
が
公
開
さ
れ
た
の

は
２
９
９
１
団
体
だ
っ
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

大
統
領
選
の
ロ
シ
ア
介
入
疑

惑
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

元
顧
問
弁
護
士
コ
ー
エ
ン
被

告
は
２
９
日
、
複
合
企
業
ト

ラ
ン
プ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
モ
ス
ク
ワ
で
計
画

し
た
高
層
ビ
ル
建
設
に
つ
い

て
米
議
会
に
偽
証
し
た
罪
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
裁
判
所
で

認
め
、
モ
ラ
ー
特
別
検
察
官

と
司
法
取
引
を
交
わ
し
た
。

ス
ル
ガ
銀
１
１
７
人
処
分

主
導
の
役
員
を
懲
戒
解
雇

マ
の
全
廃
と
創
業
家
本
位
の

企
業
風
土
が
あ
っ
た
と
の
反

省
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

ス
ル
ガ
銀
の
有
国
三
知
男

社
長
は
沼
津
市
内
で
記
者
会

見
し
「
外
部
の
知
見
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
、
内
向
き

だ
っ
た
組
織
を
透
明
性
の
高

い
組
織
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

金
融
庁
は
ス
ル
ガ
銀
の
問

題
を
受
け
、
全
国
の
金
融
機

関
に
投
資
用
不
動
産
向
け
融

資
の
実
態
を
把
握
す
る
目
的

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
西

京
銀
行
（
山
口
県
周
南
市
）

と
西
武
信
用
金
庫
（
東
京
都

中
野
区
）
で
審
査
体
制
に
不

備
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
、
確
認
を
進
め
て
い
る
。

　

ス
ル
ガ
銀
の
改
善
計
画
は

「
長
年
の
創
業
家
支
配
に
よ

り
、
創
業
家
本
位
の
企
業
風

土
が
醸
成
さ
れ
た
」と
指
摘
。

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の

姿
勢
を
欠
く
状
況
と
な
っ
て

い
た
」
と
説
明
し
た
。
創
業

家
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
方

針
も
改
め
て
強
調
し
た
。

　

法
令
順
守
を
徹
底
す
る
た

め
、
新
た
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
体
制
再
構
築
委
員

会
」
を
設
置
。
委
員
長
に
外

部
か
ら
招
い
た
弁
護
士
を
置

く
改
善
策
も
示
し
た
。
返
済

に
行
き
詰
ま
る
な
ど
し
た
物

件
所
有
者
と
の
交
渉
に
つ
い

て
は
、
最
大
７
０
％
の
元
本

カ
ッ
ト
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
が
、
会
見
で
は
、
具
体
的

な
カ
ッ
ト
幅
は
「
検
討
中
」

と
し
て
明
言
を
避
け
た
。

　

１
１
７
人
の
処
分
の
内
訳

は
降
格
１
９
人
、
停
職
・
昇

給
停
止
２
４
人
、
減
給
４
４

人
、
け
ん
責
３
０
人
。
組
織

的
な
不
正
だ
っ
た
た
め
、
銀

行
と
し
て
は
行
員
個
人
の
刑

事
責
任
は
追
及
し
な
い
。

　

営
業
部
門
の
責
任
者
だ
っ

た
麻
生
氏
は
６
月
ま
で
に
役

員
を
外
れ
、
事
実
上
更
迭
さ

れ
て
い
た
。
解
雇
が
１
１
月

２
７
日
付
で
、
改
善
計
画
を

提
出
し
た
同
３
０
日
に
ス
ル

５３歳の誕生日を前に、紀子さまと共に記者
会見される秋篠宮さま＝２２日、東京・元赤
坂の宮邸（代表撮影）（共同）

内
廷
費
は
天
皇
家
の
私
的
経

費
の
「
お
手
元
金
」
で
、
公

金
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
。

　

秋
篠
宮
さ
ま
は
発
言
の
前

提
と
し
て
、
新
天
皇
の
「
即

位
の
礼
」
な
ど
国
事
行
為

に
つ
い
て
は
発
言
で
き
な
い

が
、
大
嘗
祭
の
よ
う
な
皇
室

行
事
は
「
私
の
考
え
が
あ
っ

て
も
よ
い
」
と
語
っ
た
。

　

山
本
長
官
は
、
秋
篠
宮
さ

ま
の
発
言
後
の
記
者
会
見

で
「
持
論
と
し
て
受
け
止
め

て
い
る
」「
大
嘗
祭
を
主
催

さ
れ
る
皇
太
子
さ
ま
に
は
説

明
し
、
理
解
を
い
た
だ
き
進

め
て
い
る
」
と
強
調
。
代
替

わ
り
後
の
行
事
は
、
天
皇
陛

下
か
ら
「（
皇
太
子
さ
ま
と
）

よ
く
相
談
し
て
進
め
る
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
明

か
し
た
。

　

秋
篠
宮
さ
ま
が
「
話
を
聞

く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
」
と

語
っ
た
こ
と
に
は
「
そ
の
よ

う
に
お
受
け
止
め
に
な
っ
た

ガ
銀
に
籍
が
な
い
た
め
、
処

分
者
数
に
含
め
な
か
っ
た
と

い
う
。

　

ス
ル
ガ
銀
は
１
０
月
、
金

融
庁
か
ら
一
部
の
業
務
停
止

と
業
務
改
善
の
命
令
を
受

け
、
１
１
月
末
ま
で
に
改
善

計
画
を
提
出
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
て
い
た
。

の
で
あ
れ
ば
申
し
訳
な
い
」

と
謝
罪
。
一
方
、
国
費
で
の

開
催
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る

た
め
「（
国
政
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
）
政
治
的
な
発

言
で
は
な
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　

前
回
は
、
費
用
を
国
費
で

賄
っ
た
の
に
加
え
、
舞
台
と

し
て
大
規
模
な
大
嘗
宮
を
皇

居
内
に
設
営
し
た
こ
と
に
も

批
判
が
起
き
た
。
歴
史
的
に

は
長
期
中
断
や
小
規
模
で
の

開
催
も
あ
っ
た
。
秋
篠
宮
さ

ま
が
「
本
来
の
姿
」
と
語
っ

た
意
味
に
は
、
費
用
だ
け
で

な
く
、
規
模
も
簡
素
に
す
べ

き
だ
と
の
考
え
も
含
ま
れ
る

と
み
ら
れ
る
。

　

長
女
眞
子
さ
ま
（
２
７
）

と
婚
約
が
内
定
し
て
い
る
小

室
圭
さ
ん
（
２
７
）
に
つ
い

て
は
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
を
念

頭
に
国
民
に
説
明
を
尽
く
す

よ
う
求
め
た
。

接
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
な

い
。
雇
い
止
め
に
コ
メ
ン
ト

す
る
立
場
に
な
い
」
と
し
て

い
る
。
亀
山
工
場
で
は
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
生
産
し
て

い
る
。

　

日
本
人
の
雇
い
止
め
の
有

無
は
不
明
。

　

外
国
人
労
働
者
問
題
に
詳

し
い
四
方
久
寛
弁
護
士
に
よ

る
と
、
言
葉
の
壁
が
あ
る
外

国
人
は
正
規
の
職
に
就
く
の

が
難
し
い
。
募
集
や
労
務
管

理
は
外
国
人
の
母
国
語
で
行

う
専
門
の
下
請
け
会
社
が
担

い
、
悪
質
業
者
が
入
り
込
む

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

四
方
氏
は
今
回
の
雇
い
止

め
に
つ
い
て
「
元
請
け
に

と
っ
て
都
合
の
い
い
雇
用
調

整
だ
が
、
法
律
的
な
対
策
が

な
い
の
が
現
状
だ
。
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
が

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず

は
雇
用
環
境
を
整
え
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
。

の
改
善
を
促
す
方
針
だ
。
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
資

金
洗
浄
）
へ
の
悪
用
が
心
配

さ
れ
る
仮
想
通
貨
の
規
制
も

議
論
の
対
象
と
な
る
見
込
み

だ
。

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
先
端
技
術
が
経

済
成
長
や
格
差
に
も
た
ら
す

影
響
な
ど
も
分
析
す
る
。
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「
汚
職
も
暴
力
犯
罪
」の
声
届
か
ず

貿
易
合
意
に
関
す
る
会
見
の

場
で
、「
パ
リ
で
結
ば
れ
た

協
定
に
関
し
て
は
世
界
中
の

責
任
だ
。
だ
が
最
近
、
伯
国

で
重
要
な
政
治
的
変
革
が
あ

り
、
メ
ル
コ
ス
ル
が
そ
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」

と
発
言
し
た
。
つ
ま
り
、
パ

リ
協
定
離
脱
な
ら
、
お
返
し

に
、（
約
２
０
年
か
け
て
交

渉
を
重
ね
、
締
結
直
前
の
）

メ
ル
コ
ス
ル
・
Ｅ
Ｕ
間
の
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に

反
対
す
る
と
宣
言
し
た
。

　

皮
肉
に
も
、
テ
メ
ル
大
統

領
を
筆
頭
と
す
る
伯
国
の
Ｇ

２
０
参
加
団
が
今
回
の
会
議

で
重
要
課
題
と
強
調
し
た
の

は「
通
商
」「
気
候
問
題
」「
労

働
」
の
３
点
だ
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２
５
の
招
致
返
上
を
指
示
し

た
ほ
か
、
環
境
省
を
廃
止
し

よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
２
８

日
も
「
ア
マ
ゾ
ン
は
伯
国
の

も
の
で
あ
っ
て
、
世
界
の
も

の
で
は
な
い
」
と
言
い
、
環

　

連
邦
最
高
裁
大
法
廷
は
１
１
月
２
９
日
、
テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
が
昨
年
末
に
出
し
た
〃
ク
リ
ス
マ
ス
恩
赦
〃
の
合
憲
性
を
問
う
審
理
（
報
告

官
ロ
バ
ル
ト・バ
ロ
ー
ゾ
判
事
）
を
行
っ
た
。
審
理
に
参
加
し
た
１
０
人
の
判
事
中
、

過
半
数
を
超
え
る
６
人
は
合
憲
性
を
認
め
る
と
し
、
認
め
な
か
っ
た
の
は
２
人
だ

け
だ
っ
た
。
だ
が
、
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
判
事
と
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
長
官
が
証
拠

再
検
討
を
求
め
た
の
で
結
審
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
審
理
再
開
日
程
は
決

ま
っ
て
い
な
い
と
、
１
１
月
３
０
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

デ
・
モ
ラ
エ
ス
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ

ベ
ル
、
リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン

ド
フ
ス
キ
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ

リ
オ
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン

デ
ス
、
セ
ル
ソ
・
デ
・
メ
ロ

の
６
人
で
、
恩
赦
は
違
憲
と

し
た
の
は
、
報
告
官
の
バ
ロ
ー

ゾ
判
事
と
、
同
裁
の
Ｌ
Ｊ
作

戦
関
連
裁
判
報
告
官
の
エ
ジ

ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
だ
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
の
恩
赦
令

で
は
、「
刑
期
が
何
年
だ
っ

た
か
に
関
わ
ら
ず
、
刑
期
の

５
分
の
１
を
務
め
れ
ば
釈
放
」

「
暴
力
犯
罪
以
外
が
対
象
」

と
さ
れ
、
罰
金
も
恩
赦
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
通
り

だ
と
、「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯

罪
」
と
呼
ば
れ
る
、
汚
職
や

資
金
洗
浄
、
私
有
財
産
隠
匿

な
ど
、
身
体
的
な
暴
力
を
行

使
し
て
い
な
い
犯
罪
は
恩
赦

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ

に
反
発
し
た
連
邦
検
察
庁
特

捜
局
（
Ｐ
Ｇ
Ｒ
）
が
出
し
た

異
議
申
し
立
て
を
受
け
て
、

最
高
裁
審
理
は
開
か
れ
て
い

た
。

　

バ
ロ
ー
ゾ
判
事
の
仮
判
決

　

先
日
か
ら
度
々
報
じ
て
い

る
、
聖
市
南
部
イ
タ
イ
ム
・

ビ
ビ
の
日
本
料
理
店
「
Ｊ
Ａ

Ｍ
」
で
、「
ス
シ
マ
ン
」
こ

と
寿
司
料
理
人
が
大
暴
れ
し

て
軍
警
に
射
殺
さ
れ
た
事
件

に
関
し
、
事
件
当
時
の
監
視

カ
メ
ラ
の
映
像
が
テ
レ
ビ
な

ど
で
流
れ
は
じ
め
て
話
題
と

は
、
テ
メ
ル
大
統
領
の
ク
リ

ス
マ
ス
恩
赦
で
定
め
ら
れ
た

「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
は

恩
赦
の
対
象
」の
部
分
を
削
っ

た
上
で
、「
恩
赦
対
象
は
禁

固
８
年
の
刑
罰
の
服
役
者
ま

で
で
、
少
な
く
と
も
刑
期
の

３
分
の
１
は
服
役
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
。

　

バ
ロ
ー
ゾ
判
事
は
全
体
審

理
で
も
、「
汚
職
は
、
危
険

人
物
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
〃

暴
力
犯
罪
〃
だ
。
汚
職
は
人

の
命
を
奪
い
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
大

行
列
を
招
く
。
学
校
給
食
の

牛
乳
が
足
り
な
い
。
病
院
の

薬
が
足
り
な
い
。
道
路
の
補

修
が
出
来
ず
に
交
通
事
故
が

起
こ
る
。
全
て
汚
職
が
原
因

だ
」
と
主
張
し
た
が
、
６
人

の
判
事
は
「
恩
赦
は
大
統
領

の
持
つ
特
権
と
し
て
憲
法
に

再
検
討
要
請
で
結
審
に
は
至
ら
ず

境
問
題
が
国
の
生
産
活
動
の

足
か
せ
に
な
る
か
の
よ
う
な

発
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
氏
が
こ
の
よ
う
な
発
言

を
行
う
背
景
に
は
、
敵
対
す

る
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
が
政

権
を
担
っ
て
い
た
時
代
に
、

ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
問
題

を
初
め
と
し
た
環
境
問
題
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ

と
や
、
同
氏
が
敬
愛
す
る
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
意
大
統
領
が

地
球
温
暖
化
抑
制
を
含
む
環

境
問
題
に
強
い
抵
抗
を
示
し

候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
５
）
の
ホ
ス

ト
国
を
返
上
さ
せ
、
気
候
変

動
抑
制
を
定
め
た
「
パ
リ
協

定
」
離
脱
を
示
唆
し
た
こ
と

に
対
す
る
も
の
だ
。
パ
リ
協

定
は
、
２
０
１
５
年
に
伯
国

を
含
む
、
１
９
６
カ
国
が
署

名
し
た
協
定
で
も
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
ン
氏
は
Ｇ
２
０
に

参
加
す
る
た
め
に
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
を
訪
問
し
、
同
国
と
の

　

フ
ラ
ン
ス
の
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は

１
１
月
２
９
日
、
Ｇ
２
０
サ

ミ
ッ
ト
開
催
直
前
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
、
環
境
問
題
に
対

す
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統

領
の
姿
勢
を
強
く
批
判
し
、

そ
れ
が
同
国
と
の
通
商
に
影

響
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

１
１
月
３
０
日
付
伯
字
紙
な

ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
行
っ

た
批
判
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
、
伯
国
で
来
年
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
第
２
５
回
気

環
境
問
題
へ
の
姿
勢
を
疑
問
視

応
募
者
は
９
８
％
に
達
す
る
も

国
際
関
係
に
影
響
す
る
可
能
性
も

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
こ
の
よ

う
な
態
度
を
と
り
続
け
た
場

合
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
か
ら

の
環
境
援
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

他
方
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

２
９
日
、
米
国
の
ジ
ョ
ン
・

ボ
ル
ト
ン
国
家
安
全
保
障
問

題
担
当
大
統
領
補
佐
官
を
迎

え
た
。「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
外
交
面
で
の
右
腕
」
と
称

さ
れ
る
同
氏
は
、
Ｇ
２
０
に

参
加
す
る
前
に
伯
国
に
立
ち

寄
り
、
約
１
時
間
、
会
談
の

と
き
を
持
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
会
談
の

の
ち
、
来
年
の
早
い
時
期
に

米
国
を
訪
れ
る
よ
う
招
か

れ
、
人
工
肛
門
切
除
手
術
後

に
訪
問
し
た
い
と
述
べ
た
上

で
、「
１
月
１
日
の
大
統
領

就
任
式
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
出
席
し
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

合
憲
性
の
審
理
は
ま
だ
結

審
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
大

半
の
判
事
が
合
憲
性
を
認
め

る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る

事
も
あ
り
、
テ
メ
ル
大
統
領

は
今
年
末
も
類
似
の
恩
赦
令

を
出
す
事
が
可
能
だ
。
そ
の

場
合
は
ラ
ヴ
ァ・
ジ
ャ
ッ
ト（
Ｌ

Ｊ
）
作
戦
で
摘
発
、
有
罪
判

決
を
受
け
て
拘
留
中
の
人
物

２
１
人
が
釈
放
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
審
理
そ
の
も
の

は
結
審
に
至
ら
な
か
っ
た
た

め
、
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
が
今
年

初
め
に
出
し
た
、
恩
赦
の
た

め
の
大
統
領
令
の
一
部
を
変

更
、
差
し
止
め
た
仮
判
決
は
、

法
的
に
有
効
だ
。

　

恩
赦
の
合
憲
性
を
認
め
た

判
事
は
、ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ・

マクロン大統領（G20 Argentina）

１１月２９日の最高裁審理の様子
（Coutinho / SCO / STF）

マイス・メジコス

も
裏
づ
け
が
あ
る
。
司
法
は

そ
の
中
身
に
介
入
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
し
た
。

　

ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
Ｐ
Ｇ
Ｒ

長
官
は
合
憲
性
の
審
理
を

要
請
し
た
理
由
を
述
べ
た
際
、

「
昨
年
出
さ
れ
た
恩
赦
令
は

犯
罪
者
の
利
益
を
無
闇
に
拡

大
し
て
し
ま
い
、
犯
罪
者
が

な
っ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
に
よ

る
と
、
ス
シ
マ
ン
は
厨
房
を

要
塞
の
よ
う
に
使
い
、
そ
こ

か
ら
出
て
出
刃
包
丁
２
本
を

投
げ
つ
け
る
な
ど
、
危
険
行

為
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
、
軍
警
側
は
銃
を
持
っ

て
５
人
が
か
り
で
対
抗
。
最

初
は
ゴ
ム
弾
や
レ
ー
ザ
ー
銃

な
ど
の
安
全
な
銃
を
使
っ
て

い
た
が
、
最
終
的
に
は
ス
シ

マ
ン
の
背
面
に
実
弾
５
発
を

浴
び
せ
、
死
な
せ
て
し
ま
っ

た
。
た
っ
た
１
人
の
乱
行
に

対
し
て
、
も
う
少
し
落
ち
着

い
た
対
応
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
月
の
聖
州
の
主
要

水
系
の
降
雨
状
況
を
見
る

と
、
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水
系

で
は
１
３
２
ミ
リ
を
記

録
。
１
０
月
と
合
わ
せ
て
約

３
２
０
ミ
リ
と
、
降
り
方
と

し
て
は
悪
く
な
く
、
水
位

も
３
６
％
に
達
し
た
。
春
に

入
る
前
は
「
２
０
１
３
年
の

水
危
機
と
比
べ
て
水
位
が
低

い
」
と
心
配
さ
れ
て
い
た

が
、
５
年
前
の
同
日
の
水
位

は
３
１
・
８
％
な
の
で
、
こ

の
春
の
降
水
で
だ
い
ぶ
持
ち

直
し
た
印
象
も
あ
る
。
予
報

だ
と
、
聖
州
で
は
今
週
末
に

強
い
雨
が
降
る
と
の
こ
と
。

１
２
月
も
こ
の
ペ
ー
ス
で

降
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
２
日
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
全
国
選
手
権
最
終
節
で
、

午
後
５
時
に
８
試
合
が
キ
ッ

ク
オ
フ
と
な
る
。
今
季
は
す

で
に
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
の
優
勝

が
決
ま
り
、
聖
州
４
強
の
２

部
落
ち
の
心
配
も
な
い
の

で
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の

要
素
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
と
、
も
う
今
季
の
公
式
戦

は
な
し
。
し
ば
ら
く
は
サ
ッ

カ
ー
・
フ
ァ
ン
に
は
物
足
り

な
い
時
期
に
な
る
。

　

地
理
統
計
院
が
１
１
月

３
０
日
、
今
年
第
３
四
半
期
の
伯
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
、
直
前
期
の
第

２
四
半
期
比
で
０
・
８
％
増

だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
同
日

付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い

る
。

　

今
年
第
３
四
半
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
１
兆
７
１
６
０
億
レ

で
、
昨
年
第
３
四
半
期
比
で

は
１
・３
％
増
だ
っ
た
。

　

伯
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
は
、
２
０
１
６
年
ま
で

で
終
了
し
た
。
２
０
１
７

年
か
ら
は
回
復
傾
向
に
あ
る

が
、
前
期
比
０
・
８
％
増
は
、

１
・
１
％
増
だ
っ
た
１
７
年

第
１
四
半
期
以
来
の
伸
び
率

だ
。
し
か
し
、
今
回
の
好
結

果
は
、
５
月
末
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
の
せ
い
で
、
第
２
四
半

期
が
低
か
っ
た
こ
と
も
要
因
の

一つ
だ
。

　

部
門
別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
０
・
５
％
増
、
工
業
が

０
・
４
％
増
、
農
牧
畜
業
が

０
・
７
％
増
、
家
庭
消
費
が

０
・
６
％
増
、
公
共
支
出
が

０
・
３
％
増
、
投
資
が
６
・

６
％
増
、
建
設
業
が
０
・

７
％
、
輸
出
が
６
・
７
％
増
、

輸
入
が
１
０
・２
％
だ
っ
た
。

　

調
査
責
任
者
の
レ
ベッ
カ
・

パ
リ
ス
氏
は
、
数
字
の
上
で

は
成
長
し
た
が
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

自
体
は
２
０
１
２
年
第
１
四

半
期
の
水
準
に
戻
っ
た
だ
け

で
、
２
０
１
４
年
第
１
四
半

期
と
比
べ
れ
ば
５
％
も
低
い
」

と
語
っ
た
。

　

部
門
別
で
唯
一
の
マ
イ
ナ
ス

だ
っ
た
「
電
力
、
ガ
ス
、
下

水
部
門
」
に
関
し
て
、
パ
リ

ス
氏
は
、「
７
〜
９
の
３
カ

月
間
、
電
気
代
は
赤
旗
だ
っ

た
。
火
力
発
電
の
稼
動
で
、

発
電
コ
ス
ト
が
上
が
っ
た
事

が
要
因
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

直
近
１
２
カ
月
間
の
累
積

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
そ
の
前
の
１
２

カ
月
間
の
累
積
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り

も
１
・
４
％
増
加
し
た
。
ま

た
、
第
１
〜
第
３
四
半
期
の

累
積
は
、
昨
年
同
期
比
１
・

１
％
の
増
加
だ
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
保
健
省
が

１
１
月
２
９
日
、
キ
ュ
ー

バ
人
医
師
の
帰
国
で
出
来

た
マ
イ
ス
・
メ
ジ
コ
ス
（
Ｍ

Ｍ
）の
欠
員
募
集
は
順
調
で
、

２
８
２
４
市
８
５
１
７
人
の

募
集
枠
中
、
派
遣
地
選
択
も

含
め
た
登
録
を
終
え
、
す
ぐ

に
活
動
に
参
加
出
来
る
人
が

８
３
６
６
人
（
９
８
％
）
に

達
し
た
と
発
表
し
た
と
１
１

月
２
９
日
、
３
０
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

応
募
期
限
は
７
日
で
、
医

師
登
録
番
号
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）

だ
け
で
も
登
録
し
た
人
は

３
万
３
５
４
２
人
い
る
。
だ

が
、
派
遣
希
望
地
も
登
録

し
、
す
ぐ
に
活
動
に
入
れ
る

人
は
８
３
６
６
人
だ
。
内

１
６
４
４
人
は
既
に
派
遣
希

望
地
に
赴
き
、
市
役
所
や
保

健
局
と
の
面
談
を
済
ま
せ

た
。
既
に
勤
務
し
始
め
た
医

師
も
い
る
。

　

派
遣
希
望
地
に
赴
く
期
限

は
１
４
日
で
、
同
日
ま
で
に

欠
員
が
埋
ま
ら
ず
、
無
医
に

な
っ
た
市
や
先
住
民
保
護
区

に
は
、
他
の
場
所
を
選
ん
だ

医
師
を
異
動
さ
せ
る
可
能
性

も
あ
る
。
異
動
に
よ
っ
て
生

じ
た
欠
員
は
、
保
健
省
が
責

任
を
持
っ
て
補
充
す
る
。

　

１
１
月
２
９
日
午
後
５

時
ま
で
に
登
録
を
終
え
た

８
３
６
６
人
の
５
３
・
３
％

は
、
僻
地
や
先
住
民
保
護
区

の
よ
う
に
、無
医
に
な
っ
た
、

あ
る
い
は
医
師
不
足
が
著
し

い
場
所
を
選
択
し
て
い
る
。

１
７
・
３
％
は
州
都
や
そ
の

周
辺
へ
の
派
遣
希
望
者
だ
。

　

ま
た
、
８
３
６
６
人
中
、

４
０
％
は
統
一
医
療
保
健
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の
家
庭

保
健
政
策
（
Ｅ
Ｓ
Ｆ
）
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
た
経
験

が
あ
る
。

　

全
国
市
保
健
局
審
議
会
に

よ
る
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｆ
を
含
め
た

保
健
所
関
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
た
応
募
者
は

２
８
４
４
人
に
上
り
、
自
治

体
は
、
新
た
な
欠
員
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
Ｓ
Ｕ
Ｓ
全

体
で
の
欠
員
は
更
に
深
刻
に

な
る
は
ず
だ
。

　

１
１
月
３
０
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
に
よ
れ
ば
、
Ｍ

Ｍ
に
参
加
す
れ
ば
月
額

１
万
１
８
０
０
レ
ア
ル
と
諸

手
当
が
も
ら
え
る
が
、
市
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
１
万
レ
ア

ル
以
下
だ
と
い
う
。
ま
た
、

Ｍ
Ｍ
へ
の
移
動
で
生
じ
た
Ｅ

Ｓ
Ｆ
の
欠
員
が
最
も
多
い
ミ

ナ
ス
州
で
は
、
４
２
０
人
が

Ｍ
Ｍ
に
移
動
す
る
見
込
み

だ
。

　

Ｍ
Ｍ
で
は
医
師
の
必
要
度

を
８
段
階
に
分
け
て
お
り
、

以
前
か
ら
Ｍ
Ｍ
に
参
加
し
て

い
た
医
師
は
、
こ
れ
ま
で
活

動
し
て
い
た
場
所
と
同
等
ま

た
は
そ
れ
以
上
に
必
要
度
が

高
い
場
所
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
先
住
民
保
護
区

で
活
動
す
る
時
も
同
様
だ
。

キ
ュ
ー
バ
人
医
師
離
脱
で
Ｍ

Ｍ
に
欠
員
が
生
じ
た
の
は
、

北
部
や
北
東
部
を
中
心
と
す

る
貧
し
い
地
域
が
多
い
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
次
期
大
統
領
は
１
１
月

３
０
日
、
鉱
山
動
力
相
に
海

軍
大
将
の
ベ
ン
ト
・
コ
ス
タ
・

リ
マ
・
レ
イ
テ
・
デ
・
ア
ル

ブ
ケ
ル
ケ
氏
を
指
名
し
た
。

こ
れ
で
軍
人
の
登
用
は
７
人

目
だ
。
１
１
月
３
０
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
氏
は
、
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

紛
争
時
の
サ
ラ
エ
ボ
で
国

連
平
和
維
持
軍
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
つ
と
め
た
経
験
が
あ

り
、
海
軍
司
令
官
付
補
佐
官

（
連
邦
議
会
と
の
調
整
役
）

も
つ
と
め
た
。
現
在
は
海
軍

の
核
開
発
と
技
術
開
発
部
長

の
重
責
を
負
っ
て
い
る
。

　

こ
の
起
用
に
関
し
て
、
モ

レ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン
コ
現
鉱
山

動
力
相
は
、「
任
務
を
引
き

受
け
る
準
備
は
で
き
て
い
る

人
物
」
と
し
て
、
高
評
価
を

与
え
た
。

　

こ
の
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
氏
の

起
用
は
驚
き
を
も
っ
て
迎
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当

初
こ
の
役
職
が
、
鉱
山
動
力

省
元
ト
ッ
プ
の
パ
ウ
ロ
・
ペ

ド
ロ
ー
ザ
氏
、
ア
イ
オ
ワ
大

学
教
授
の
ル
シ
ア
ノ
・
ラ
ス

ト
ロ
氏
、
陸
軍
の
退
役
大

将
で
、
イ
ン
フ
ラ
相
へ
の
指

名
を
断
っ
た
オ
ズ
ワ
ル
ド
・

フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
な
ど
が
候
補

と
見
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
で
の
軍

人
閣
僚
は
、
１
１
月
２
７
日

に
イ
ン
フ
ラ
相
に
指
名
さ
れ

た
タ
ル
シ
シ
オ
・
デ
・
フ
レ

イ
タ
ス
氏
に
続
く
も
の
で
、

指
名
済
み
の
閣
僚
２
０
人
中

７
人
目
と
な
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月30日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8595  R$
買　3.8575  R$

円相場
売　0.0339  R$
買　0.0339  R$

テメルの恩赦令に過半数賛成

Ｇ
Ｄ
Ｐ
０
・
８
％
成
長
を
記
録

「
２
０
１
２
年
の
水
準
」と
調
査
員

低
給
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
医
師
に
し
わ
寄
せ

最高裁
マクロン
仏大統領

Ｇ
２
０
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
批
判

（２）２０１８年 第５１３４号 １２月 １日 （土曜日）

第３四半期

鉱
山
動
力
相
に
海
軍
大
将

２
０
人
中
７
人
が
軍
人
閣
僚

ボウソナロ

裁
か
れ
な
く
て
済
む
と
の
風

潮
を
生
み
出
し
た
。
正
当
化

す
る
理
由
は
か
け
ら
ほ
ど
も

な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。



　

杉す
ぎ

田た

水み

脈お

衆し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

の
雑ざ

っ

誌し

『
新し

ん

潮ち
ょ
う４
５
』
８
月が

つ

号ご
う
へ

の
投と

う

稿こ
う

「『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
支し

援え
ん

の
度ど

が
過す

ぎ
る
」
が
、
マ
ス
コ

ミ
や
ネ
ッ
ト
で
の
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

抗こ
う

議ぎ

を
受う

け
、
自じ

民み
ん

党と
う

本ほ
ん

部ぶ

前ま
え

で
杉す

ぎ

田た

氏し

の
議ぎ

員い
ん

辞じ

職し
ょ
くを
求も

と

め
る
デ
モ
ま
で
行お

こ
な
わ
れ
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
は
、
Ｌ
＝
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
Ｇ
＝
ゲ
イ
、
Ｂ
＝
バ
イ
セ
ク
シ
ャ

ル
、Ｔ
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

の
こ
と
。

問も
ん

題だ
い

と
さ
れ
た
一い

っ

節せ
つ

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
例た

と

え
ば
、
子こ

育そ
だ

て
支し

援え
ん

や
子こ

供ど
も

が
で
き
な
い
カ
ッ
プ
ル
へ
の

不ふ

妊に
ん

治ち

療り
ょ
うに
税ぜ

い

金き
ん

を
使つ

か

う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
少

し
ょ
う

子し

化か

対た
い

策さ
く

の
た
め
に
お
金か

ね

を
使つ

か

う
と
い
う
大た

い

義ぎ

名め
い

分ぶ
ん

が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
に
税ぜ

い

金き
ん

を
使つ

か

う
こ
と
に

賛さ
ん

同ど
う

が
得え

ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
彼か

れ

ら
彼か

の

女じ
ょ

ら
は
子こ

供ど
も

を
作つ

く

ら
な
い
、
つ
ま
り
「
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

」
が
な
い
の
で
す
。
そ
こ
に

税ぜ
い

金き
ん

を
投と

う

入に
ゅ
うす
る
こ
と
が
果は

た
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
。［
１
］

　
た
と
え
ば
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

説せ
つ

は
、
こ
う
批ひ

判は
ん

し
た
。

　
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

を
あ
か
ら
さ
ま
に
差さ

別べ
つ

し
、
多た

様よ
う

な
性せ

い

の
あ

り
方か

た

を
認み

と

め
て
い
こ
う
と
い
う
社し

ゃ

会か
い

の
流な

が

れ
に
逆

ぎ
ゃ
っ

行こ
う

す
る
。
見み

過す

ご
せ
な
い
見け

ん

解か
い

だ
。・
・
・
歴れ

き

史し

的て
き

に
少

し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

を
排は

い

除じ
ょ

し
て

き
た
優ゆ

う

生せ
い

思し

想そ
う

の
差さ

別べ
つ

的て
き

考か
ん
がえ
と
ど
こ
が
違ち

が

う
の
か
。［
２
］

　

杉す
ぎ

田た

議ぎ

員い
ん

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
正せ

い

確か
く

に
読よ

め
ば
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
た
め

に
税ぜ

い

金き
ん

を
使つ

か

う
」
こ
と
の
是ぜ

非ひ

を
問と

う
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

「
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

を
あ
か
ら
さ
ま
に
差さ

別べ
つ

」
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

が
な
い
」
と
は
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

が
適て

き

切せ
つ

で
は
な
い
か

も
知し

れ
な
い
が
、文ぶ

ん

脈み
ゃ
くか
ら
読よ

め
ば
「
子こ

供ど
も

を
作つ

く

ら
な
い
の
で
、

少し
ょ
う

子し

化か

対た
い

策さ
く

に
は
な
り
え
な
い
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
事こ

と

は

明あ
き

ら
か
だ
。

　
こ
う
い
う
批ひ

判は
ん

に
対た

い

し
て
、『
新し

ん

潮ち
ょ
う４
５
』１
０
月が

つ

号ご
う

は
、「
そ

ん
な
に
お
か
し
い
か
『
杉す

ぎ

田た

水み

脈お

』
論ろ

ん

文ぶ
ん

」
と
い
う
特と

く

別べ
つ

企き

画か
く

を
組く

ん
だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
バ
ッ
シ
ン
グ
を
浴あ

び
て
、
新し

ん

潮
ち
ょ
う

「
和わ

の
国く

に

」日に

本ほ
ん

に
は
、

リ
ベ
ラ
ル
の
ゆ
が
ん
だ
思し

想そ
う

を

正た
だ

す
力ち

か
ら

が
あ
る

２０１８年
ねん

11 月
がつ

11 日
にち

版
ばん

社し
ゃ

は
「
あ
ま
り
に
常

じ
ょ
う

識し
き

を
逸い

つ

脱だ
つ

し
た
偏へ

ん

見け
ん

と
認に

ん

識し
き

不ぶ

足そ
く

に
満み

ち
た
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

」
と
し
て
、『
新し

ん

潮ち
ょ
う４
５
』
を
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
し
た
。
こ

う
し
て
創そ

う

刊か
ん

４
０
年ね

ん

近ち
か

い
伝で

ん

統と
う

あ
る
言げ

ん

論ろ
ん

誌し

の
一ひ

とつ
が
潰つ

ぶ

さ
れ

た
。
自じ

由ゆ
う

な
言げ

ん

論ろ
ん

を
圧あ

っ

殺さ
つ

す
る
息い

き

苦ぐ
る

し
さ
を
感か

ん

じ
た
事じ

件け
ん

で

あ
っ
た
。

　

杉す
ぎ

田た

氏し

は
こ
の
投と

う

稿こ
う

の
冒ぼ

う

頭と
う

で
、
こ
う
言い

っ
て
い
る
。

　
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

や
毎ま

い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
は

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
の
権け

ん

利り

を
認み

と

め
、
彼か

れ

ら
を
支し

援え
ん

す
る
動う

ご

き
を

報ほ
う

道ど
う

す
る
こ
と
が
好す

き
な
よ
う
で
す
が
、
違い

和わ

感か
ん

を
覚お

ぼ

え
ざ

る
を
ま
せ
ん
。［
１
］

　
こ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
」
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

、
犯は

ん

罪ざ
い

加か

害が
い

者し
ゃ

な
ど
の
「
権け

ん

利り

を
認み

と

め
、
彼か

れ

ら
を
支し

援え
ん

す
る
動う

ご

き
」
を
す
る
思し

想そ
う

的て
き

背は
い

景け
い

を

明あ
き

ら
か
に
し
た
の
が
、
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の

近き
ん

著ち
ょ『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
肯こ

う

定て
い

す
る　

近き
ん

代だ
い

保ほ

守し
ゅ

の
死し

』［
３
］で
あ
る
。

　

氏し

は
、
そ
の
思し

想そ
う

は
「
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

の
退た

い

嬰え
い

的て
き

運う
ん

動ど
う

に
過す

ぎ
な
い
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

と
い
う
思し

想そ
う

グ
ル
ー
プ
が
世せ

界か
い

に
送お

く

り
出だ

し
続つ

づ

け
て
い
る
も
の
」
と
指し

摘て
き

す
る
。［
３
，　

Ｐ

２
０
］

　
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

は
、
１
９
２
０
年ね

ん

代だ
い

に
ド
イ
ツ

の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大だ

い

学が
く

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

か

ら
始は

じ

ま
っ
た
。
彼か

れ

ら
は
、
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

の
「
搾さ

く

取し
ゅ

さ
れ
た
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
う」
を
主し

ゅ

役や
く

と
す
る
暴ぼ

う

力り
ょ
く

革か
く

命め
い

理り

論ろ
ん

は
不ふ

可か

能の
う

で
あ

る
と
見み

抜ぬ

き
、
文ぶ

ん

化か

革か
く

命め
い

に
舵か

じ

を
切き

っ
た
。

　

後の
ち

に
イ
タ
リ
ア
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

書し
ょ

記き

長ち
ょ
うと
な
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ

ム
シ
は
、
１
９
２
２
年ね

ん

の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
ロ
ー
マ
進し

ん

軍ぐ
ん

で
革か

く

命め
い

直ち
ょ
く

後ご

の
ソ
連れ

ん

に
亡ぼ

う

命め
い

し
、
そ
こ
で
の
恐

き
ょ
う

怖ふ

政せ
い

治じ

を
つ
ぶ
さ

に
見み

て
、
彼か

れ

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
失し

っ

敗ぱ
い

に
終お

わ
る
と
判は

ん

断だ
ん

し
た
。

帰き

国こ
く

後ご

、グ
ラ
ム
シ
が
獄ご

く

中ち
ゅ
うで
書か

い
た
膨ぼ

う

大だ
い

な
「
獄ご

く

中ち
ゅ
うノ
ー
ト
」

を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

が
盛さ

か

ん
に
引い

ん

用よ
う

し
、
参さ

ん

考こ
う

に
し
て
い

る
。

　

現げ
ん

代だ
い

ア
メ
リ
カ
の
保ほ

守し
ゅ

派は

論ろ
ん

客き
ゃ
くパ
ト
リ
ッ
ク
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン

は
、グ
ラ
ム
シ
の
思し

想そ
う

に
つ
い
て
、次つ

ぎ

の
よ
う
に
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
い
る
。

　
グ
ラ
ム
シ
は
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うが
幻げ

ん

想そ
う

だ
と
知し

る
と
、
革か

く

命め
い

の

新し
ん

兵ぺ
い

と
し
て
、「
歴れ

き

史し

に
反は

ん

主し
ゅ

流り
ゅ
うと
さ
れ
る
層そ

う

、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
虐

し
い
た

げ
ら
れ
た
人ひ

と

々び
と

だ
け
で
な
く
、
男だ

ん

性せ
い

に
対た

い

す
る
女じ

ょ

性せ
い

、
多た

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

に
対た

い

す
る
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

、
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

ま
で
」
す
べ
て
が
含ふ

く

ま

れ
る
と
考か

ん
がえ
た
。

　

犯は
ん

罪ざ
い

者し
ゃ

が
悪わ

る

い
の
で
は
な
く
、
犯は

ん

罪ざ
い

を
起お

こ
さ
せ
た
社し

ゃ

会か
い

が
悪わ

る

い
の
だ
、
と
。
加か

害が
い

者し
ゃ

は
逆ぎ

ゃ
くに
保ほ

護ご

さ
れ
る
べ
き
だ
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
安あ

ん

穏の
ん

と
暮く

ら
し
て
き
た
保ほ

守し
ゅ

的て
き

な
階か

い

級き
ゅ
うな
の
だ
、
と

言い

わ
ん
ば
か
り
だ
。「
新し

ん

世せ

代だ
い

の
若わ

か

者も
の

は
み
な
疎そ

外が
い

感か
ん

に
も
が

き
苦く

る

し
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
」
犯は

ん

罪ざ
い

に
走は

し

る
の
だ
。「
黒こ

く

人じ
ん

や

貧ひ
ん

困こ
ん

、世よ

の
中な

か

の
敗は

い

者し
ゃ

」
脱だ

つ

落ら
く

者し
ゃ

こ
そ
が
英え

い

雄ゆ
う

な
の
だ
。［
３
，　

Ｐ
２
４
］

　
マ
ル
ク
ス
の
暴ぼ

う

力り
ょ
く

革か
く

命め
い

理り

論ろ
ん

は
「
搾さ

く

取し
ゅ

さ
れ
た
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
う」
が
武ぶ

装そ
う

闘と
う

争そ
う

を
し
て
権け

ん

力り
ょ
くを
奪だ

っ

取し
ゅ

す
る
、
と
い
う
も
の

だ
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
に
「
疎そ

外が
い

さ
れ
て
い
る
人ひ

と

々び
と

」
を
扇せ

ん

動ど
う

し
て
、
抑よ

く

圧あ
つ

を
も
た
ら
し
て
い
る
文ぶ

ん

化か

そ
の
も
の
を
破は

壊か
い

し

て
、
権け

ん

力り
ょ
くを
握に

ぎ

ろ
う
と
い
う
の
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

の

戦せ
ん

略り
ゃ
くで
あ
っ
た
。

　

グ
ラ
ム
シ
は
そ
の
た
め
に
、
芸げ

い

術じ
ゅ
つ、
映え

い

画が

、
演え

ん

劇げ
き

、
教

き
ょ
う

育い
く

、

新し
ん

聞ぶ
ん

、
雑ざ

っ

誌し

、
そ
し
て
当と

う

時じ

の
新し

ん

メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
な
ど
を
一ひ

と
つ
ひ
と
つ
攻せ

め
落お

と
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
し
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関か

ん

す
る
杉す

ぎ

田た

氏し

の
一ひ

と

言こ
と

か
ら
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が

「
歴れ

き

史し

的て
き

に
少

し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

を
排は

い

除じ
ょ

し
て
き
た
優ゆ

う

生せ
い

思し

想そ
う

の
差さ

別べ
つ

的て
き

考か
ん
がえ
と
ど
こ
が
違ち

が

う
の
か
」
と
大お

お

仰ぎ
ょ
うな
怒い

か

り
の
声こ

え

を
ぶ
つ
け
る

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くの
一い

ち

例れ
い

な
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

は
ほ
と
ん
ど
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

で
、
ヒ
ト

ラ
ー
の
台た

い

頭と
う

と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
亡ぼ

う

命め
い

し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大だ

い

学が
く

の
援え

ん

助じ
ょ

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
新し

ん

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

を
設せ

つ

立り
つ

し
た
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
曰い

わ

く
、
彼か

れ

ら
が
「
再ふ

た
た
び
、
総そ

う

力り
ょ
くを
結け

っ

集し
ゅ
うし
て
、
今こ

ん

度ど

は
避ひ

難な
ん

場ば

所し
ょ

を
与あ

た

え
て
く
れ
た
国く

に

の
文ぶ

ん

化か

破は

壊か
い

に
と
り
か
か
っ
た
」［
４
，　
３
８
４
］。

　

文ぶ
ん

化か

を
破は

壊か
い

す
れ
ば
、
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

を
抑よ

く

圧あ
つ

し
て
い
る
疎そ

外が
い

も
な

く
な
る
、
と
い
う
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
武ぶ

器き

が
「
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

」
で
あ
っ
た
。
ブ
キ
ャ
ナ
ン
は
、
あ
る
研け

ん

究
き
ゅ
う

者し
ゃ

に
よ
る
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

の
定て

い

義ぎ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

の
主お

も

な
要よ

う

素そ

を
完か

ん

全ぜ
ん

否ひ

定て
い

す
る
批ひ

評ひ
ょ
う。
キ
リ
ス

ト
教き

ょ
う、
資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

、
権け

ん

威い

、
家か

族ぞ
く

、
家か

父ふ

長ち
ょ
う

制せ
い

、
階か

い

級
き
ゅ
う

制せ
い

、
道ど

う

徳と
く

、
伝で

ん

統と
う

、
性せ

い

的て
き

節せ
つ

度ど

、
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

、
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

、
国こ

っ

家か

主し
ゅ

義ぎ

、
相そ

う

続ぞ
く

、
自じ

民み
ん

族ぞ
く

中ち
ゅ
う

心し
ん

主し
ゅ

義ぎ

、
因い

ん

習し
ゅ
う、
保ほ

守し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、

何な
に

か
ら
何な

に

ま
で
す
べ
て
。［
３
，　
Ｐ
２
３
］

　

特と
く

に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

は
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

国こ
っ

家か

の
中な

か

で
異い

邦ほ
う

人じ
ん

と
し

て
住す

ん
で
き
た
の
で
、
国こ

っ

家か

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

そ
の
も
の
が
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

に
と
っ
て
の
抑よ

く

圧あ
つ

だ
っ
た
。
そ
う
い
う
特と

く

殊し
ゅ

な
経け

い

験け
ん

か
ら
、
彼か

れ

ら
を
抑よ

く

圧あ
つ

す
る
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
文ぶ

ん

化か

を
敵て

き

視し

す
る
発は

っ

想そ
う

が
生し

ょ
う
じ
た

の
だ
ろ
う
。

　

新し
ん

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

の
影え

い

響き
ょ
う
を
受う

け
た
の
が
、

１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
か
け
て
の
ヒ
ッ
ピ
ー
世せ

代だ
い

だ
っ
た
。「
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

の
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
、
史し

上じ
ょ
う

最さ
い

高こ
う

に
恵め

ぐ

ま
れ

て
い
た
は
ず
の
６
０
年ね

ん

代だ
い

世せ

代だ
い

の
多お

お

く
が
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
耐た

え
が
た
き
地じ

獄ご
く

に
生い

き
て
い
る
と
確か

く

信し
ん

し
た
」
と
ブ
キ
ャ
ナ
ン

は
述の

べ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

に
大だ

い

ヒ
ッ
ト
し
た
サ
イ
モ
ン
と

ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
の
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン
ス
」
の

歌か

詞し

は
こ
う
結む

す

ば
れ
る
。（
拙せ

つ

訳や
く

）

　
そ
し
て　
人ひ

と

々び
と

は
頭こ

う
べを
垂た

れ
て
祈い

の

る

　
彼か

れ

ら
が
作つ

く
っ
た
「
ネ
オ
ン
の
神か

み

」
に

　
す
る
と　
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
が
光ひ

か
っ
て
警け

い

告こ
く

を
告つ

げ
る

　
ネ
オ
ン
が
作つ

く

り
だ
し
た
お
告つ

げ
は
こ
う
言い

っ
て
い
た

　
「
予よ

言げ
ん

者し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

は
地ち

下か

鉄て
つ

の
壁か

べ

や
安や

す

ア
パ
ー
ト
の
玄げ

ん

関か
ん

に

書か

か
れ
て
い
る
」

　
そ
う
呟つ

ぶ
やい
た
、「
沈ち

ん

黙も
く

の
音お

と

」
の
中な

か

で

　
「
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
」「（
落ら

く

書が

き
だ
ら
け
の
）
地ち

下か

鉄て
つ

の
壁か

べ

」

「
安や

す

ア
パ
ー
ト
」
と
大だ

い

都と

市し

の
荒こ

う

廃は
い

し
た
光こ

う

景け
い

の
中な

か

で
、
い
か

が
わ
し
い
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うが
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うを
操

あ
や
つ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス

ト
教

き
ょ
う

社し
ゃ

会か
い

を
そ
う
歌う

た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
音お

ん

楽が
く

の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
、
青せ

い

年ね
ん

た
ち
は
ア
メ
リ
カ

の
恵め

ぐ

ま
れ
た
生せ

い

活か
つ

の
中な

か

で
も
「
耐た

え
が
た
き
地じ

獄ご
く

」
に
い
る
と

思お
も

い
込こ

み
、
親お

や

や
大だ

い

学が
く

や
社し

ゃ

会か
い

や
歴れ

き

史し

や
政せ

い

治じ

家い
え

を
批ひ

判は
ん

し
、

ベ
ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

反は
ん

対た
い

を
叫さ

け

ん
だ
。
学が

く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

と
は
、ま
さ
し
く

「
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

」
の
産さ

ん

物ぶ
つ

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

は
、
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

、
女じ

ょ

性せ
い

差さ

別べ
つ

、
異い

教き
ょ
う

徒と

差さ

別べ
つ

、

老ろ
う

人じ
ん

差さ

別べ
つ

と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広ひ

ろ

げ
て
い
っ
た
。

　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
は
女じ

ょ

性せ
い

差さ

別べ
つ

を
批ひ

判は
ん

す
る
武ぶ

器き

で
あ
る
。
現げ

ん

代だ
い

英え
い

語ご

も
そ
の
影え

い

響き
ょ
うで
変か

え
ら
れ
て

い
っ
た
。
チ
ェ
ア
マ
ン
、
キ
ー
マ
ン
な
ど
は
「
マ
ン
」
が
つ
い
て

女じ
ょ

性せ
い

を
排は

い

除じ
ょ

し
て
い
る
と
し
て
、
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
な
ど
と
言い

い
換か

え
ら
れ
た
。

　
「
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
も
言い

わ
な
く
な
っ
た
。
代か

わ

り
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ホ
リ
デ
ィ
ズ
（
楽た

の

し
い
休

き
ゅ
う

日じ
つ

を
）」
と
言い

う
。

夏な
つ

休や
す

み
も
ホ
リ
デ
ィ
な
の
で
、
ま
る
で
季き

節せ
つ

感か
ん

が
な
く
な
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１８年第５１３４号 	１２月	 １日	（土曜日）

ク
リ
ス
マ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

の
祭さ

い

日じ
つ

な
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

や
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

に
配は

い

慮り
ょ

す
べ
き
、
と
い
う
事こ

と

だ
ろ
う
。

　

人じ
ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

に
関か

ん

し
て
は
、
映え

い

画が

で
も
黒こ

く

人じ
ん

の
主し

ゅ

役や
く

が
目め

立だ

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大だ

い

ヒ
ッ
ト
作さ

く

『
イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ス
・
デ
イ
』
で
は
、
地ち

球き
ゅ
うを
襲お

そ

う
異い

星せ
い

人じ
ん

を
打う

ち
負ま

か

し
た
ヒ
ー
ロ
ー
は
黒こ

く

人じ
ん

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
科か

学が
く

者し
ゃ

だ
っ
た
。
唯ゆ

い

一い
つ
、
活か

つ

躍や
く

す
る
白は

く

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

は
助じ

ょ

演え
ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

役や
く

の
み
で
あ
る
。

　

老ろ
う

人じ
ん

差さ

別べ
つ

は
い
け
な
い
、
と
し
て
、
企き

業ぎ
ょ
う

側が
わ

が
社し

ゃ

員い
ん

の
年ね

ん

齢れ
い

を
聞き

く
こ
と
も
禁き

ん

じ
ら
れ
た
。
定て

い

年ね
ん

制せ
い

度ど

そ
の
も
の
も
な

く
、
会か

い

社し
ゃ

側が
わ

は
ベ
テ
ラ
ン
社し

ゃ

員い
ん

が
、
い
つ
ま
で
や
っ
て
く
れ
る

の
か
、
あ
る
い
は
突と

つ

然ぜ
ん

、
辞や

め
て
し
ま
う
か
も
分わ

か
ら
な
い
、

と
い
う
リ
ス
ク
を
抱か

か

え
込こ

ん
だ
。

　

社し
ゃ

会か
い

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

秩ち
つ

序じ
ょ

を
破は

壊か
い

し
て
い
こ
う
と
い
う
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

は
、日に

本ほ
ん

に
も
す
ぐ
に
輸ゆ

入に
ゅ
うさ
れ
た
。
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

［
Ａ
］、

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

［
Ｂ
］、
夫ふ

う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

［
Ｃ
］、
過か

激げ
き

な
性せ

い

教
き
ょ
う

育い
く

［
Ｄ
］、
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

の
み
の
人じ

ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

［
Ｅ
］、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
規き

制せ
い

［
Ｆ
］
な
ど
の
運う

ん

動ど
う

で
あ
る
。
弊へ

い

誌し

で
は
、
こ
れ
ら
の

問も
ん

題だ
い

を
一ひ

と

通と
お

り
論ろ

ん

じ
て
き
た
の
で
、
巻か

ん

末ま
つ

の
リ
ン
ク
を
見み

て
い

た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
中な

か

で
、
伝で

ん

統と
う

的て
き

秩ち
つ

序じ
ょ

が
破は

壊か
い

さ
れ
る
と
社し

ゃ

会か
い

は
ど
う

な
る
の
か
、
と
い
う
実じ

っ

験け
ん

結け
っ

果か

が
革か

く

命め
い

後ご

の
ソ
連れ

ん

で
得え

ら
れ
て

い
る
の
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お
こ
う
。
社し

ゃ

会か
い

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

の
福ふ

く

島し
ま

み
ず
ほ
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

は
、
か
つ
て
「
ロ
シ
ア
革か

く

命め
い

の
後あ

と

、
様さ

ま

々ざ
ま

な
政せ

い

策さ
く

が

根こ
ん

本ぽ
ん

か
ら
見み

直な
お

さ
れ
、
一い

ち

時じ

的て
き

で
あ
れ
、
事じ

実じ
つ

婚こ
ん

主し
ゅ

義ぎ

が
は
っ

き
り
採さ

い

用よ
う

さ
れ
て
い
た
と
は
素す

晴ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
思お

も

う
」
と

書か

い
た
。［
Ｃ
］

　

事じ

実じ
つ

婚こ
ん

と
は
「
同ど

う

棲せ
い

」
の
こ
と
で
あ
る
。
結け

っ

婚こ
ん

の
た
め
に

法ほ
う

的て
き

な
手て

続つ
づ

き
を
さ
せ
る
の
は
国こ

っ

家か

や
教

き
ょ
う

会か
い

の
余よ

計け
い

な
干か

ん

渉
し
ょ
う

だ
か
ら
、
自じ

由ゆ
う

に
さ
せ
る
べ
し
、
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
あ
る
。
実じ

っ

際さ
い

に
革か

く

命め
い

後ご

の
ソ
連れ

ん

で
は
、
家か

庭て
い

は
個こ

人じ
ん

を
抑よ

く

圧あ
つ

す
る
封ほ

う

建け
ん

的て
き

制せ
い

度ど

と
し
て
、
そ
れ
を
破は

壊か
い

す
べ
く
、
同ど

う

棲せ
い

、
離り

婚こ
ん

、
重

じ
ゅ
う

婚こ
ん

、

近き
ん

親し
ん

婚こ
ん

、
姦か

ん

通つ
う

、
堕だ

胎た
い

を
自じ

由ゆ
う

と
し
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
１
９
３
４
年ね

ん

の
離り

婚こ
ん

率り
つ

は
３
７
％
に
も
高た

か

ま

り
、
堕だ

胎た
い

の
増ぞ

う

加か

と
も
相あ

い

ま
っ
て
、
出

し
ゅ
っ

生せ
い

率り
つ

が
急

き
ゅ
う

減げ
ん

し
、
国こ

っ

家か

と
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
事じ

態た
い

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
片か

た

親お
や

の
増ぞ

う

加か

、
少

し
ょ
う

年ね
ん

非ひ

行こ
う

の
横お

う

行こ
う

な
ど
で
、
社し

ゃ

会か
い

が
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

と
な
っ

た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
こ
の
政せ

い

策さ
く

は
放ほ

う

棄き

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

福ふ
く

島し
ま

議ぎ

員い
ん

が
こ
う
い
う
事じ

実じ
つ

を
知し

ら
ず
に
、
こ
の
政せ

い

策さ
く

を

「
素す

晴ば

ら
し
い
」
と
言い

っ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
う
か
つ
さ
で
は

議ぎ

員い
ん

の
資し

格か
く

な
ど
な
い
し
、
知し

っ
て
い
て
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
の
な
ら
、

社し
ゃ

会か
い

破は

壊か
い

を
目も

く

論ろ

む
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

の
も
と
で
の「
リ
ベ
ラ
ル
」思し

想そ
う

と
は
、

必か
な
らず
「
○
○
か
ら
の
自じ

由ゆ
う

」
を
意い

味み

す
る
。「
女じ

ょ

性せ
い

差さ

別べ
つ

か
ら

の
自じ

由ゆ
う

」「
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

か
ら
の
自じ

由ゆ
う

」
等な

ど

々な
ど

。
上

じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
ソ
連れ

ん

の
事じ

実じ
つ

婚こ
ん

主し
ゅ

義ぎ

な
ど
は
、
さ
し
ず
め
「
家か

庭て
い

か
ら
の
自じ

由ゆ
う

」
で

あ
ろ
う
。

　

家か

庭て
い

を
保た

も

つ
た
め
に
は
、
自じ

分ぶ
ん

勝か
っ

手て

な
振ふ

る
舞ま

い
は
当と

う

然ぜ
ん

の

制せ
い

約や
く

を
受う

け
る
。
そ
れ
を
「
抑よ

く

圧あ
つ

」
と
し
て
、
す
べ
て
排は

い

除じ
ょ

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
家か

庭て
い

は
破は

綻た
ん

し
、
子こ

供ど
も

や
女じ

ょ

性せ
い

を
保ほ

護ご

す
る
役や

く

割わ
り

も
失う

し
な
わ
れ
て
、
単た

ん

な
る
弱

じ
ゃ
く

肉に
く

強き
ょ
う

食し
ょ
くの
社し

ゃ

会か
い

に
な
っ

て
し
ま
う
。
人に

ん

間げ
ん

ら
し
い
文ぶ

ん

化か

・
文ぶ

ん

明め
い

の
破は

壊か
い

で
あ
る
。

　

確た
し

か
に
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
家か

父ふ

長ち
ょ
う

制せ
い

や

女じ
ょ

性せ
い

蔑べ
っ

視し

が
強つ

よ

く
、
妻つ

ま

も
子こ

供ど
も

も
一い

っ

家か

の
主し

ゅ

人じ
ん

の
言い

う
こ
と
を

聞き

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

で
、
父ち

ち

親お
や

が
花は

な

嫁よ
め

の

手て

を
引ひ

い
て
新し

ん

郎ろ
う

に
渡わ

た

す
と
い
う
儀ぎ

式し
き

は
、
父ち

ち

親お
や

の
「
所し

ょ

有ゆ
う

物ぶ
つ

」
だ
っ
た
娘む

す
め
を
新し

ん

郎ろ
う

に
贈お

く

る
と
い
う
意い

味み

の
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
い
う
家か

庭て
い

制せ
い

度ど

を
抑よ

く

圧あ
つ

と
見み

る
こ
と
に
は
、
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る

人ひ
と

々び
と

も
い
よ
う
。

　

し
か
し
日に

本ほ
ん

の
家か

庭て
い

は
子こ

供ど
も

や
母は

は

親お
や

中ち
ゅ
う

心し
ん

で
あ
る
。
家か

庭て
い

内な
い

で
は
、子こ

供ど
も

を
視し

点て
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
て
、夫ふ

う

婦ふ

が
「
お
父と

う

さ
ん
」

「
お
母か

あ

さ
ん
」
と
呼よ

び
あ
う
［
Ｇ
］。
そ
も
そ
も
「
お
母か

あ

さ
ん
」

の
語ご

源げ
ん「
カ
カ
」
は
太た

い

陽よ
う

と
い
う
意い

味み

で
あ
っ
た
ら
し
い［
Ｈ
］。

言こ
と

葉ば

だ
け
で
な
く
、
現げ

ん

実じ
つ

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
も
、
幕ば

く

末ま
つ

や
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

に
や
っ
て
き
た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

た
ち
は
、
日に

本ほ
ん

が
子こ

供ど
も

天て
ん

国ご
く

で
あ

る
こ
と
に
驚お

ど
ろい
て
い
る
［
Ｉ
］。

　
こ
う
い
う
違ち

が

い
を
無む

視し

し
て
、
西せ

い

洋よ
う

の
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

的て
き

家か

庭て
い

制せ
い

度ど

へ
の
ユ
ダ
ヤ
的て

き

批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

を
そ
の
ま
ま
事じ

情じ
ょ
うの
全ま

っ
た
く
異こ

と

な

る
我わ

が
国く

に

に
直

ち
ょ
く

輸ゆ

入に
ゅ
うす
る
こ
と
は
、
後こ

う

進し
ん

国こ
く

的て
き

西せ
い

洋よ
う

崇す
う

拝は
い

に

過す

ぎ
な
い
。

　

同お
な

じ
事こ

と

が
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
つ
い
て
も
言い

え
る
。
明め

い

治じ

維い

新し
ん

に

際さ
い

し
、
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

と
同ど

う

時じ

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
『
億お

く

兆ち
ょ
う

安あ
ん

撫ぶ

國こ
く

威い

宣せ
ん

布ぶ

の
御ご

宸し
ん

翰か
ん

』
で
は
、「
天て

ん

下か

億お
く

兆ち
ょ
う

一ひ
と

人り

も
其そ

の

處と
こ
ろを
得え

ざ
る
時と

き

は
皆み

な

朕ち
ん

が
罪つ

み

な
れ
ば
（
天て

ん

下か

の
万ば

ん

民み
ん

が
一ひ

と

人り

で

も
そ
の
処と

こ
ろ
を
得え

ら
れ
な
い
の
は
、
み
な
朕ち

ん

の
罪つ

み

で
あ
る
か
ら
）」

と
あ
る
。（
拙せ

つ

訳や
く

）

　

老ろ
う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

、
健け

ん

常じ
ょ
う

者し
ゃ

も
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

も
、
日に

本ほ
ん

に
生う

ま
れ
た

者も
の

も
帰き

化か

人じ
ん

も
含ふ

く

め
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
そ
の
適て

き

性せ
い

と
才さ

い

能の
う

を

伸の

ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合あ

っ
た
役や

く

割わ
り

を
得え

て
、
生い

き
が
い
を
も
っ

て
暮く

ら
せ
る
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

る
こ
と
が
、
我わ

が
国く

に

の
理り

想そ
う

で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
、
そ
も
そ
も
建け

ん

国こ
く

の
目も

く

的て
き

で
あ
り
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
祈い

の

り

で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た

い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』［
Ｊ
］
で
述の

べ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
現げ

ん

実じ
つ

の
社し

ゃ

会か
い

に
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
課か

題だ
い

が
あ
る
。
た
と

え
ば
赤せ

き

十じ
ゅ
う

字じ

活か
つ

動ど
う

や
ハ
ン
セ
ン
病

び
ょ
う

対た
い

策さ
く

、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
、
皇こ

う

室し
つ

が
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

に
寄よ

り
添そ

わ
れ
る
事こ

と

で
国こ

く

民み
ん

が
目め

覚ざ

め
、

進す
す

め
ら
れ
て
き
た
対た

い

策さ
く

で
あ
る
。
社し

ゃ

会か
い

的て
き

弱じ
ゃ
く

者し
ゃ

が
批ひ

判は
ん

理り

論ろ
ん

で
既き

存そ
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
政せ

い

治じ

を
打う

ち
壊こ

わ

そ
う
と
す
れ
ば
、
残の

こ

る
の

は
破は

壊か
い

と
対た

い

立り
つ

だ
け
だ
。

　

皇こ
う

室し
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国こ

く

民み
ん

の
利り

他た

心し
ん

に
訴う

っ
た
え
、
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
弱

じ
ゃ
く

者し
ゃ

に
も
そ
の
処と

こ
ろ
を
与あ

た

え
よ
う
と
す
る
。
こ
の
「
和わ

」

の
力ち

か
ら
が
我わ

が
国く

に

の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

に
は
あ
る
。
田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
必ひ

つ

要よ
う

な
い
」
と
断だ

ん

言げ
ん

さ
れ
、「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
肯こ

う

定て
い

す
る
」
と
言い

わ
れ
る
の
は
、
こ
の
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
「
和わ

」

の
力ち

か
らを
発は

っ

揮き

す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

の
ゆ
が
ん
だ
思し

想そ
う

を
正た

だ

せ
る
、
と
い
う
意い

味み

で
あ
ろ
う
。

７
．
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う

社し
ゃ

会か
い

と

        

日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
違ち

が

い

５
．
女じ

ょ

性せ
い

、
少し

ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

、

        

異い

教き
ょ
う

徒と

、
老ろ

う

人じ
ん

…

３
．「
黒こ

く

人じ
ん

や
貧ひ

ん

困こ
ん

、世よ

の
中な

か

の
敗は

い

者し
ゃ

」

         

脱だ
つ

落ら
く

者し
ゃ

こ
そ
が
英え

い

雄ゆ
う

な
の
だ

２
．「（
社し

ゃ

説せ
つ

）
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ　

自じ

民み
ん

の

認に
ん

識し
き

が
問と

わ
れ
る
」、

『
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

』
Ｈ

３
０
．
７
．
２
５

３
．　

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
肯こ

う

定て
い

す

る　

近き
ん

代だ
い

保ほ

守し
ゅ

の

死し

』、
勉べ

ん

誠せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、

Ｈ
３
０

４
．　

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
は
必ひ

つ

要よ
う

な
い
。

「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
い

う
破は

壊か
い

思し

想そ
う

』
★

★
★
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
ズ
、
Ｈ
２
９

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
３
１
）　

学が
く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

が
階か

い

級き
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

を

招ま
ね

く　
「
結け

っ

果か

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
思し

想そ
う

は
、
貧ま

ず

し
い
家か

庭て
い

の
子こ

ど
も
た

ち
の
自じ

己こ

実じ
つ

現げ
ん

の
機き

会か
い

を
奪う

ば

い
、
愚ぐ

民み
ん

と
し
て
平

び
ょ
う

等ど
う

化か

す
る
こ

と
で
あ
る
。

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
５
８
）　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム　

対た
い　

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ　

怨お
ん

念ね
ん

と
闘と

う

争そ
う

で
革か

く

命め
い

を
目め

指ざ

す
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
相あ

い

容い

れ
な
い
。

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
０
６
）　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｇ　
と　

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ　

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

夫ふ
う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

派は

の
事じ

実じ
つ

把は

握あ
く

と
論ろ

ん

理り

的て
き

思し

考こ
う

を
問と

う

Ｄ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
５
２
）　

山や
ま

谷た
に

え
り
子こ　

～　

お
母か

あ

さ

ん
議ぎ

員い
ん

、
奮ふ

ん

闘と
う

す　

行い

き
す
ぎ
た
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

か
ら
子こ

供ど
も

た
ち
を

守ま
も

り
、
家か

族ぞ
く

が
支さ

さ

え
あ
う
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

制せ
い

度ど

を
目め

指ざ

す
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

の
戦た

た
かい
。

Ｅ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
５
５
２
）　

加か

害が
い

者し
ゃ

天て
ん

国ご
く

、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

地じ

獄ご
く　

な
ぜ
被ひ

害が
い

者し
ゃ

よ
り
も
加か

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

ば
か
り
守ま

も

ろ
う
と
す
る

の
か
。

Ｆ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
６
３
）　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
公こ

う

憤ふ
ん

か　

～　

桜
さ
く
ら

井い

誠ま
こ
と

氏し

の
戦た

た
かい　

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
「
選せ

ん

挙き
ょ

運う
ん

動ど
う

の
形か

た
ち
し

た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
決き

め
つ
け
る
が
、、、

Ｇ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
６
７
０
）　

日に

本ほ
ん

語ご

が
生う

み
出だ

す
思お

も

い
や

り
社し

ゃ

会か
い　
日に

本ほ
ん

語ご

で
は
子こ

供ど
も

が
親お

や

に
向む

か
っ
て
「
あ
な
た
」
と

は
言い

わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ｈ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
３
３
）　
「
お
母か

あ

さ
ん
」
の
語ご

源げ
ん

は
「
太た

い

陽よ
う

」
だ
っ
た　
「
今こ

ん

日に
ち

は
」
も
「
お
母か

あ

さ
ん
」
も
太た

い

陽よ
う

が
語ご

源げ
ん

と
な
っ
て
い
る
日ひ

の
本も

と

の
国く

に

。

Ｉ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
７
０
４
）　

江え

戸ど

の
子こ

育そ
だ

て
に
学ま

な

ぶ　

幕ば
く

末ま
つ

に
来ら

い

日に
ち

し
た
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

は
、江え

戸ど

の
子こ

育そ
だ

て
に
眼め

を
見み

張は

っ
た
。

Ｊ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

杉す
ぎ

田た

水み

脈お

「『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
支し

援え
ん

の
度ど

が
過す

ぎ
る
」、

『
新し

ん

潮ち
ょ
う４
５
』
Ｈ
３
０
．
８

１
．「
あ
ま
り
に
常じ

ょ
う

識し
き

を
逸い

つ

脱だ
つ

し
た

         

偏へ
ん

見け
ん

と
認に

ん

識し
き

不ぶ

足そ
く

に

         

満み

ち
た
表ひ

ょ
う

現げ
ん

」

６
．伝で

ん

統と
う

的て
き

秩ち
つ

序じ
ょ

が
破は

壊か
い

さ
れ
る
と
、

       

社し
ゃ

会か
い

は
ど
う
な
る
の
か

       

と
い
う
実じ

っ

験け
ん

２
．「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学が

く

派は

」

４
．「
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
耐た

え
が
た
き

         

地じ

獄ご
く

に
生い

き
て
い
る
」

８
．「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は

           

必ひ
つ

要よ
う

な
い
」



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



ベ
さ
ん
は
「
楽ら

く

天て
ん

は
海か

い

外が
い

展て
ん

開か
い

に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
の
で
日に

本ほ
ん

的て
き

な
雰ふ

ん

囲い

気き

を
持も

ち
込こ

む
こ
と

は
な
か
っ
た
が
」
と
前ま

え

置お

き
し

つ
つ
、「
日に

本ほ
ん

と
全ま

っ
た

く
違ち

が

う
文ぶ

ん

化か

や
税ぜ

い

制せ
い

度ど

な
ど
に
つ
い
て
の

説せ
つ

明め
い

に
手て

間ま

取ど

る
こ
と
も
あ

っ
た
」
と
明あ

か
し
た
。
海か

い

外が
い

出し
ゅ
っ

張ち
ょ
うの
際さ

い

は
文ぶ

ん

化か

、
商

し
ょ
う

習し
ゅ
う

慣か
ん

面め
ん

の
下し

た

調し
ら

べ
も
入

に
ゅ
う

念ね
ん

に
。

　
　
　
　
　

◎

　

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送お

く

っ
た
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
の
プ
ラ
グ
ア
ン
ド
ジ

ャ
パ
ン
社し

ゃ

は
２
６
カ
国こ

く

に
拠き

ょ

点て
ん

を
持も

ち
、
毎ま

い

年と
し

４
０
０
社し

ゃ

以い

上じ
ょ
うの
Ｓ
Ｕ
支し

援え
ん

を
行お

こ

な
っ

て
い
る
。
先せ

ん

日じ
つ

第だ
い

４
期き

募ぼ

集
し
ゅ
う

の
最さ

い

終し
ゅ
う

選せ
ん

考こ
う

が
終お

わ
り
、
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
「
Ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
ａ
ｒ
」
が
選え

ら

ば
れ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
社し

ゃ

（
中な

か

山や
ま

充み
つ
る

代だ
い

表ひ
ょ
う）
が
１
１
月が

つ

２
３
日に

ち

、
聖せ

い

市し

内な
い

の
ホ
テ
ル
で
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
（
新あ

た
ら
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作つ

く
っ
て
、
短た

ん

時じ

間か
ん

で
急

き
ゅ
う

激げ
き

に
成せ

い

長ち
ょ
うす
る
こ
と
を
狙ね

ら

う
事じ

業ぎ
ょ
うグ
ル
ー
プ
）
の
概が

い

要よ
う

を

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
『
第だ

い

１
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
日に

っ

伯ぱ
く

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
高た

か

い
投と

う

資し

利り

益え
き

を
狙ね

ら
っ
て
リ
ス
ク
の
高た

か

い
投と

う

資し

を
す
る
フ
ァ
ン
ド
、
以い

下か

Ｖ
Ｃ
）
企き

業ぎ
ょ
うの
ほ
か
、
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
参さ

ん

加か

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

の
新し

ん

興こ
う

企き

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
の
知ち

見け
ん

を
広ひ

ろ

げ
た
。

リ
テ
ー
ル
テ
ッ
ク
（
小こ

売う
り

事じ

業ぎ
ょ
うに
Ｉ
Ｔ
技ぎ

術じ
ゅ
つを
導ど

う

入に
ゅ
うす
る

こ
と
）
事じ

業ぎ
ょ
うを
行お

こ
な

う
同ど

う

社し
ゃ

は
、

監か
ん

視し

カ
メ
ラ
に
よ
り
購こ

う

買ば
い

者し
ゃ

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
収

し
ゅ
う

集し
ゅ
う、
販は

ん

売ば
い

増ぞ
う

加か

に
繋つ

な

げ
る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

サ
ー
ビ
ス
を

提て
い

供き
ょ
う

し
て
い
る
。
伯は

っ

国こ
く

の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
日に

本ほ
ん

の
投と

う

資し

企き

業ぎ
ょ
うが
繋つ

な

が
っ
た
一い

ち

例れ
い

。
今こ

ん

後ご

も
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
動う

ご

き
に
注

ち
ゅ
う

目も
く

？

　
　
　
　
　

◎

　

江え

差さ
し

追お

分い
わ
けブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

に
は
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
約や

く

２
０
人に

ん

、

二に

、
三さ

ん

世せ
い

の
若わ

か

者も
の

が
３
０
人に

ん

程て
い

度ど

所し
ょ

属ぞ
く

し
て
い
る
。
１
０

年ね
ん

前ま
え

は
８
０
人に

ん

ほ
ど
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
い
た
が
、
９
割わ

り

は
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

だ
っ
た
そ
う
だ
。
会か

い

員い
ん

数す
う

自じ

体た
い

は
減へ

っ
た
も
の

の
、
若わ

か

い
人ひ

と

の
比ひ

率り
つ

が
高た

か

ま

（
情

じ
ょ
う

報ほ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つを
組く

み
合あ

わ
せ

た
金き

ん

融ゆ
う

サ
ー
ビ
ス
）、
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
（
情

じ
ょ
う

報ほ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つや
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
な
ど
を
応お

う

用よ
う

し
た
農の

う

業ぎ
ょ
う）
分ぶ

ん

野や

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
の
概が

い

要よ
う

説せ
つ

明め
い

、
参さ

ん

加か

企き

業ぎ
ょ
う

各か
く

社し
ゃ

の
事じ

業ぎ
ょ
う

紹し
ょ
う

介か
い

と
な
っ
た
。

　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
概が

い

要よ
う

説せ
つ

明め
い

は
中な

か

山や
ま

代だ
い

表ひ
ょ
うか
ら
行お

こ

な
わ
れ

た
。
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

は
２
０
１
７
年ね

ん

半な
か

ば
か
ら
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
上

じ
ょ
う

場じ
ょ
うし
は
じ

め
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
企き

業ぎ
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
７
社し

ゃ

が
上

じ
ょ
う

場
し
た
。
ま
た
、
伯は

っ

国こ
く

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
全ぜ

ん

体た
い

で
も

決け
っ

済さ
い

系け
い

、
資し

産さ
ん

管か
ん

理り

系け
い

の
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
企き

業ぎ
ょ
うが
多お

お

い
。

　

手て

軽が
る

な
申

も
う
し

込こ
み

で
カ
ー
ド
決け

っ

済さ
い

機き

器き

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
Ｓ
ｔ
ｏ

ｎ
ｅ
社し

ゃ

か
ら
マ
ル
コ
ス
・
ア
フ

ォ
ン
セ
ッ
カ
さ
ん
も
登と

う

壇だ
ん

し
、

同ど
う

社し
ゃ

の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
行お

こ

な
っ
た
。

同ど
う

社し
ゃ

は
２
０
１
２
年ね

ん

に
創そ

う

業
ぎ
ょ
う

し
、
今こ

年と
し

１
０
月が

つ

に
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｑ
上じ

ょ
う

場
、
企き

業ぎ
ょ
う

価か

値ち

約や
く

９
０
億お

く

ド
ル
を
記き

録ろ
く

し
伯は

っ

国こ
く

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
羨せ

ん

望ぼ
う

の

的ま
と

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
農の

う

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

野や

の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な

投と
う

資し

を
行お

こ

な
っ
て
い
る
Ｖ
Ｃ
の

Ｓ
Ｐ
Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
社し

ゃ

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ジ
ャ
ル
ジ

ン
さ
ん
が
伯は

く

農の
う

業ぎ
ょ
うの
概が

い

要よ
う

を

紹し
ょ
う

介か
い

。
米べ

い

中ち
ゅ
う

貿ぼ
う

易え
き

戦せ
ん

争そ
う

に

よ
る
伯は

っ

国こ
く

か
ら
の
輸ゆ

出し
ゅ
つ

状
じ
ょ
う

況き
ょ
うな
ど
を
踏ふ

ま
え
つ
つ
、
伯は

っ

国こ
く

経け
い

済ざ
い

を
支さ

さ

え
る
農の

う

業ぎ
ょ
うの
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

ほ
か
、
農の

う

場じ
ょ
うに
セ
ン
サ
ー

を
設せ

っ

置ち

す
る
こ
と
で
気き

候こ
う

な
ど
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

配は
い

信し
ん

を
行お

こ

な
う
Ａ

ｇ
ｒ
ｏ
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
社し

ゃ

な
ど

が
事じ

業ぎ
ょ
うを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
後ご

取し
ゅ

材ざ
い

に
応こ

た

え

た
中な

か

山や
ま

代だ
い

表ひ
ょ
うは
「
企き

画か
く

時じ

は
実じ

つ

現げ
ん

す
る
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

げ
に
聴き

い
て
い
て
安あ

ん

心し
ん

し
た
。

小ち
い

さ
く
は
じ
め
て
大お

お

き
く
な
っ

て
い
け
ば
」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

に
は
投と

う

資し

家か

向む

け
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
行お

こ
なわ
れ
、
米べ

い

州し
ゅ
う

開か
い

発は
つ

銀ぎ
ん

行こ
う

や
伯は

く

資し

本ほ
ん

市し

場じ
ょ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ
ｅ

ｒ
）
な
ど
、
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
た
投と

う

資し

家か

ら
が
日に

っ

伯ぱ
く

新し
ん

興こ
う

企き

業ぎ
ょ
うの

概が
い

要よ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
あ
い
親し

ん

睦ぼ
く

を

深ふ
か

め
た
。
同ど

う

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

２
回か

い

目め

は
来ら

い

年ね
ん

９
月が

つ

２
７
日に

ち

に
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

江え

差さ
し

追お

分い
わ
けブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
馬う

ま

欠か
け

場ば

哲て
つ

巨お

さ

ん
（
４
２
、
二に

世せ
い

）
が
先せ

ん

月げ
つ

７
日か

、
日に

本ほ
ん

大た
い

会か
い

の
報ほ

う

告こ
く

の

た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。
馬う

ま

欠か
け

場ば

さ

ん
は
９
月が

つ

２
９
日に

ち

に
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

の
江え

差さ
し

町ち
ょ
うで
行お

こ
な

わ
れ
た
『
第だ

い

５
６
回か

い

江え

差さ
し

追お

分い
わ
け

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

』
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
審し

ん

査さ

員い
ん

奨し
ょ
う

励れ
い

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。
ま
た
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

の
海か

い

藤と
う

司つ
か
さ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う（
７
１
、山や

ま

形が
た

県け
ん

）、

久く

保ぼ

田た

紀き

世よ

さ
ん
（
３
３
、

二に

世せ
い

）
も
同お

な

じ
く
来ら

い

社し
ゃ

し
、

馬う
ま

欠か
け

場ば

さ
ん
の
同ど

う

支し

部ぶ

会か
い

長
ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

馬う
ま

欠か
け

場ば

さ
ん
は
聖せ

い

州し
ゅ
うバ
ス

ト
ス
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う。
同ど

う

市し

の
楽が

く

隊た
い

で
指し

揮き

者し
ゃ

を
務つ

と

め
て
お
り
、

元も
と

々も
と

音お
ん

楽が
く

に
触ふ

れ
て
い
た
そ

う
だ
。
３
年ね

ん

前ま
え

か
ら
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けの
練れ

ん

習し
ゅ
うを
は
じ
め
、
通つ

う

信し
ん

ア
プ
リ
「W

h
atsA

p
p

」

を
使つ

か

い
海か

い

藤と
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
遠え

ん

隔か
く

指し

導ど
う

を
受う

け
て
い
た
。
そ

し
て
今こ

年と
し

８
月が

つ

１
０
日か

に
聖せ

い

市し

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人ひ
と

会か
い

館か
ん

で
行お

こ

な

受
じゅ

賞
しょう

した平
ひら

田
た

元
もと

館
かん

長
ちょう

　

世せ

界か
い

初は
つ

と
な
る
サ
ン
パ
ウ

ロ
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）

を
立た

ち

上あ

げ
、
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

延え
ん

数す
う

１
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
突と

っ

破ぱ

す
る
大だ

い

成せ
い

功こ
う

に
導み

ち
び
い
た
功こ

う

績せ
き

を
称た

た

え
、

平ひ
ら

田た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
元も

と

館か
ん

長ち
ょ
うに

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
先せ

ん

月げ
つ

１
４

日か

に
同ど

う

館か
ん

で
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

時じ

季き

外は
ず

れ
の
異い

例れ
い

の
伝で

ん

達た
つ

式し
き

と
な
っ
た
。

　

ビ
ー
チ・サ
ン
ダ
ル「
ア
ヴ
ァ

イ
ア
ナ
ス(H

avaian
as)

」

の
貿ぼ

う

易え
き

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うと
し
て
世せ

界か
い

的て
き

ブ
ラ
ン
ド
に
育そ

だ

て
上あ

げ
た

手し
ゅ

腕わ
ん

等な
ど

が
買か

わ
れ
、
館か

ん

長ち
ょ
うに

抜ば
っ

擢て
き

。
ロ
ン
ド
ン
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
先さ

き

駆が

け
て
同ど

う

館か
ん

の
安あ

ん

定て
い

立た
ち

上あ

げ
を
実じ

つ

現げ
ん

し
、
今こ

年と
し

６
月が

つ

に
勇ゆ

う

退た
い

し
て
い
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
ル
ー
ベ
ン
ス
・

リ
ク
ペ
ロ
名め

い

誉よ

館か
ん

長ち
ょ
う、
マ
ル
セ

ロ
・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
館か

ん

長ち
ょ
うを
は
じ

め
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
は
呉ご

屋や

春は
る

美み

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

援え
ん

協き
ょ
う

館か
ん

長ち
ょ
う、
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
う、
大お

お

城し
ろ

幸ゆ
き

雄お

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

会か
い

長ち
ょ
うら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
うの
後の

ち

、
伝で

ん

達た
つ

式し
き

が
催も

よ
お

さ
れ
た
。

　

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は

「
夜よ

る

も
寝ね

ず
に
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

と

連れ
ん

絡ら
く

を
取と

り
合あ

っ
て
い
た
。
そ

の
献け

ん

身し
ん

、
熱ね

つ

意い

、
愛あ

い

、
努ど

力
り
ょ
く

は
称

し
ょ
う

賛さ
ん

に
値あ

た
い

す
る
。
平ひ

ら

田た

氏し

な
く
し
て
Ｊ
Ｈ
の
成せ

い

功こ
う

は
な

か
っ
た
」
と
賛さ

ん

辞じ

を
贈お

く

っ
た
。

ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

セ
ン
タ
ー
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
こ
と
に
触ふ

れ
、「
新あ

ら

た
な

任に
ん

務む

で
の
成せ

い

功こ
う

を
お
祈い

の

り
し

た
い
」
と
贐

は
な
む
けの
言こ

と

葉ば

を
寄よ

せ

た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

が
ら
し
十
嵐
司つ

か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う
）
が
『
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

』
を
１
２
月が

つ

８

日か

、
２
２
日に

ち

昼ひ
る

１
２
時じ

半は
ん

か

ら
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a D
r. 

S
iq

u
eira C

a
m

p
o

s, 
1

3
4

）
の
２
階か

い

小し
ょ
うホ
ー
ル
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
２
レ
、

会か
い

員い
ん

１
０
レ
。
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

１
５
分ふ

ん

前ま
え

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

す
る
こ
と
。

▼
８
日か

＝
「
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

へ

の
道み

ち

」（
記き

録ろ
く

映え
い

画が

、
柴し

ば

田た

武た
け

彦ひ
こ

監か
ん

督と
く

）、「
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ー
ク
」（
１
９
４
８
年ね

ん

、ヴ
ィ

ク
タ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ
監か

ん

督と
く

）

▼
２
２
日に

ち

＝
「
赤あ

か

ひ
げ
」

（
１
９
６
５
年ね

ん

、
黒く

ろ

澤さ
わ

明あ
き
ら

監か
ん

督と
く

）

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
五い

が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表
ひ
ょ
う

（
１
１
・
３
７
２
６
・
３
７
０ 

９
）、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
く（
同ど

う

・

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

っ
て
い
る
。
海か

い

藤と
う

副ふ
く

会か
い

長
ち
ょ
う

に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

し
日に

本ほ
ん

大た
い

会か
い

出し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

権け
ん

を
得え

る
人ひ

と

の
９
５
％
は
民み

ん

謡よ
う

初し
ょ

心し
ん

者し
ゃ

だ
そ
う
。「
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けは
日に

本ほ
ん

一い
ち

難む
ず
かし
い
と
い

わ
れ
る
民み

ん

謡よ
う

の
た
め
、
ほ
か

の
民み

ん

謡よ
う

に
親し

た

し
ん
で
い
た
人ひ

と

は
独ど

く

特と
く

の
規き

則そ
く

に
慣な

れ
る
ま

で
に
時じ

間か
ん

が
か
か
る
」
と
そ

の
理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
、「
経け

い

験け
ん

者し
ゃ

も
も
ち
ろ
ん
、
初し

ょ

心し
ん

者し
ゃ

大だ
い

歓か
ん

迎げ
い

で
す
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び

か
け
た
。
問と

い
合あ

わ
せ
は
海か

い

藤と
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う（
１
２
・
９
８
１ 

２
５
・
０
０
１
８
／tau

-
b

atek
a

ito
@

y
a

h
o

o
.

co.jp

）
ま
で
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
日か

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
聖せ

い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
今こ

ん

年ね
ん

初は
つ

の
「
ブ

ラ
ジ
ル
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

」（
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ
ア
連れ

ん

盟め
い

、
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う
）。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
終

し
ゅ
う

幕ま
く

イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
日に

本ほ
ん

の
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

、
エ
ド
ア

ル
ド
が
午ご

後ご

６
時じ

か
ら
特と

く

別べ
つ

シ
ョ
ー
を
行お

こ

な
う
。
新し

ん

曲き
ょ
く「
じ

ょ
ん
が
ら　

ひ
と
り
旅た

び

」
を

披ひ

露ろ
う

す
る
た
め
に
、
股ま

た

旅た
び

姿
す
が
た

で
登と

う

場じ
ょ
う

す
る
と
の
噂う

わ
さ

。
彼か

れ

の

股ま
た

旅た
び

姿す
が
たは
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

以い

上じ
ょ
うに

様さ
ま

に
な
っ
て
い
る
」
と
日に

本ほ
ん

で

話わ

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
と
か
。
生き

っ

粋す
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

だ
け
に
、
ち

ょ
っ
と
濃こ

い
目め

の
顔か

お

立だ

ち
。
そ

れ
が
見み

事ご
と

に
股ま

た

旅た
び

姿す
が
たに
マ
ッ
チ

し
て
「
似に

合あ

い
す
ぎ
」
と
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

だ
と
か
。
ぜ
ひ
、
見み

に
行い

っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

同ど
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

に
は
日に

本ほ
ん

か
ら

参さ
ん

加か

し
た
ヤ
マ
ハ
発は

つ

動ど
う

機き

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
白し

ら

石い
し

章し
ょ
う

二じ

先せ
ん

進し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

本ほ
ん

部ぶ

Ｎ
Ｖ
事じ

業ぎ
ょ
う

統と
う

括か
つ

部ぶ

長ち
ょ
う、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系け

い

Ｖ

Ｃ
の
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

サ
イ
バ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の

北き
た

尾お

崇た
か
しイ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
楽ら

く

天て
ん

ブ
ラ
ジ

ル
社し

ゃ

の
ア
ベ
・
レ
ネ
代だ

い

表ひ
ょ
うが

登と
う

壇だ
ん

し
、
各か

く

社し
ゃ

の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
行お

こ

な
っ
た
。

　

創そ
う

業ぎ
ょ
う

直ち
ょ
く

後ご

の
企き

業ぎ
ょ
うに
対た

い

し
投と

う

資し

を
行お

こ

な
う
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
２
社し

ゃ

の
ほ
か
、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

か
ら
日に

本ほ
ん

の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
市し

場じ
ょ
うに
つ
い
て
の
説せ

つ

明め
い

の

他ほ
か

、
自じ

社し
ゃ

の
投と

う

資し

プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

が
行お

こ

な

わ
れ
た
。

　

午ご

後ご

か
ら
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

初は
つ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
起き

業ぎ
ょ
う

家か

ら
集し

ゅ
う

結け
つ

日に

本ほ
ん

の
投と

う

資し

フ
ァ
ン
ド
関か

ん

心し
ん

強つ
よ

め
る

わ
れ
た
『
第だ

い

２
９
回か

い

江え

差さ
し

追お

分い
わ
けブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

』
に
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

し
、
見み

事ご
と

優ゆ
う

勝し
ょ
うを
収お

さ

め
た
。

　

馬う
ま

欠か
け

場ば

さ
ん
は
日に

本ほ
ん

大た
い

会か
い

へ
の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うを
「
他た

の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

と
自じ

分ぶ
ん

の
歌う

た

は
比く

ら

べ
も
の
に

な
ら
な
か
っ
た
が
、
本ほ

ん

場ば

で

歌う
た

う
の
は
ま
る
で
夢ゆ

め

の
よ
う

に
素す

晴ば

ら
し
か
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

り
、「
江え

差さ
し

追お

分い
わ
け

の
深ふ

か

い
歴れ

き

史し

や
唄う

た

に
込こ

め
ら
れ
た

想お
も

い
を
感か

ん

じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
語か

た

っ
た
。「
四よ

ん

級き
ゅ
う

秀し
ゅ
う」

の
免め

ん

許き
ょ

状じ
ょ
う

も
受う

け
取と

っ
た
。

ま
た
、
格か

く

付づ
け

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
指し

導ど
う

を
受う

け
る
こ
と
も
で
き
た

そ
う
だ
。

　

海か
い

藤と
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
江え

差さ
し

追お

分い
わ
けを
は
じ
め
て
３
年ね

ん

で
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

は
珍め

ず
ら

し
い
」
と
語か

た

り
、「
音お

ん

楽が
く

家か

の
馬う

ま

欠か
け

場ば

さ
ん
は
た
だ

歌う
た

う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
曲

き
ょ
く

で
な
に
を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
か
を
す

ぐ
に
受う

け
止と

め
る
こ
と
が
で

き
る
。
本ほ

ん

場ば

で
の
経け

い

験け
ん

を
活い

か
し
、
本ほ

ん

当と
う

の
江え

差さ
し

追お

分
い
わ
け

が
歌う

た

え
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

ま
た
、
海か

い

藤と
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
同ど

う

伯
はっ

国
こく

スタートアップに注
ちゅう

目
もく

（７） ２０１８年第５１３４号 	１２月	 １日	（土曜日）

他た

館か
ん

に
先さ

き

駆が

け
成せ

い

功こ
う

に
導み

ち
び

い
た
立た

て

役や
く

者し
ゃ

「
Ｊ
Ｈ
の
母は

は

」
平ひ

ら

田た

氏し

に
栄え

い

誉よ

外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

表
ひょう

彰
しょう

二に

世せ
い

が
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

会か
い

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

馬う
ま

欠か
け

場ば

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

で
特と

く

別べ
つ

賞し
ょ
う

江え

差さ
し

追お

分い
わ
け

解
かい

説
せつ

中
ちゅう

の中
なか

山
やま

代
だい

表
ひょう

久
く

保
ぼ

田
た

さん、馬
うま

欠
かけ

場
ば

新
しん

会
かい

長
ちょう

、海
かい

藤
とう

副
ふく

会
かい

長
ちょう

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

１
２
月が
つ
の
上
じ
ょ
う
映え
い

　

平ひ
ら

田た

元も
と

館か
ん

長ち
ょ
うは
「
大お

お

き
な

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

に
な
る
と
も
知し

ら
ず
に

引ひ

き
受う

け
た
が
、
こ
の
事じ

業
ぎ
ょ
う

に
係か

か
わ

れ
た
こ
と
は
幸し

あ
わ

せ
」
と

振ふ
り

返か
え

り
、「
受じ

ゅ

賞し
ょ
うは
大お

お

き
な
驚

お
ど
ろ

き
で
あ
る
と
と
も
に
、
感か

ん

激げ
き

で
言こ

と

葉ば

も
な
い
。
こ
れ
は
私

わ
た
し

個こ

人じ
ん

に
属ぞ

く

す
る
も
の
で
な
く
、

共と
も

に
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
建け

ん

設せ
つ

か

ら
立た

ち

上あ

げ
ま
で
働は

た
ら

い
て
き
た

チ
ー
ム
皆み

な

の
も
の
で
す
」
と

話は
な

し
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
て
い
た
。

　

最さ
い

後ご

に
、
ル
ー
ベ
ン
ス
名め

い

誉よ

館か
ん

長ち
ょ
うが
「
立た

ち

上あ
げ

前ま
え

は
事じ

務む

所し
ょ

も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
平ひ

ら

田た

氏し

は
自じ

宅た
く

で
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

を
抱か

か

え
て
準

じ
ゅ
ん

備び

に
あ
た
っ
た
。
事じ

　

伯は
く

日に
ち

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
現げ

ん

地ち

社し
ゃ

員い
ん

の

採さ
い

用よ
う

法ほ
う

に
つ
い
て
も
説せ

つ

明め
い

が
あ

っ
た
。
ヤ
マ
ハ
発は

つ

動ど
う

機き

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
白し

ら

石い
し

さ
ん
は
「
ヤ
マ
ハ

は
社し

ゃ

員い
ん

や
製せ

い

品ひ
ん

、
技ぎ

術じ
ゅ
つな
ど

既き

存そ
ん

の
リ
ソ
ー
ス
を
ど
う
動う

ご

か
す
か
が
大だ

い

事じ

に
な
る
の
で
、

『
や
り
た
い
こ
と
』
へ
の
共

き
ょ
う

感か
ん

を
大だ

い

事じ

に
し
て
い
る
」。
ま
た

楽ら
く

天て
ん

ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ベ
さ
ん

に
は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
働

は
た
ら

く
中な

か

で
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と

は
？
」
と
い
う
質し

つ

問も
ん

も
。
ア

支し

部ぶ

の
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

に
つ
い
て

「
５
年ね

ん

前ま
え

か
ら
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め

て
い
た
が
、
そ
こ
に
彼か

れ

が
天て

ん

か
ら
降ふ

っ
て
き
た
。
市し

役や
く

所し
ょ

楽が
く

隊た
い

の
指し

揮き

者し
ゃ

と
し
て
働は

た
ら

く

彼か
れ

は
、
会か

い

を
ま
と
め
る
統と

う

率そ
つ

力り
ょ
くが
あ
る
と
思お

も

う
」
と
微ほ

ほ
え笑

ん
だ
。

　

来ら
い

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

が

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
。

日に

本ほ
ん

か
ら
唄う

た

い
手て

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

す

る
な
ど
し
、
盛せ

い

大だ
い

に
記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

を
行お

こ

な
う
予よ

定て
い

だ
。「
グ

ル
ー
プ
民み

ん

の
久く

保ぼ

田た

紀き

世よ

会か
い

長ち
ょ
うが
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
な
る
な

ど
若わ

か

い
人ひ

と

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
活か

つ

動ど
う

し
、
盛も

り
上あ

が
り
を
見み

せ
て

欲ほ

し
い
」
と
語か

た

っ
た
。

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと
い
う
よ
り
は
、
母は

は

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
。
こ
の
事じ

業ぎ
ょ
うに
命い

の
ち

を
吹ふ

き
込こ

ん
だ
」
と

功こ
う

績せ
き

を
称た

た

え
た
。



Premiê do Japão quer negociar 
com Putin à margem da cúpula 
do G-20 na Argentina

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (29/11/2018)

O primeiro-ministro do Ja-
pão partiu para a Argentina, 
onde participa da reunião de 
cúpula do Grupo dos 20, que 
começa sexta-feira.
A jornalistas antes de partir 
nesta quinta-feira de Tó-
quio, Shinzo Abe disse estar 
na expectativa de conversar 
com o presidente da Rússia, 
Vladimir Putin, à margem 

do encontro do G-20 para 
levar adiante as negociações 
sobre um tratado de paz bi-
lateral.
O premiê japonês tem agen-
dadas conversas separadas 
com os presidente dos Esta-
dos Unidos, Donald Trump, 
e da China, Xi Jinping. A 
reunião de cúpula do Grupo 
dos 20 coincide com a atual 

guerra comercial sino-ame-
ricana.
Abe afirmou que, na condi-
ção de anfitrião da cúpula do 
G-20 em 2019, o Japão pre-
tende defender um fortale-
cimento do sistema de livre 
e justo comércio e a criação 
de meios para assegurar um 
crescimento sustentável da 
economia global. O primei-

O projeto de lei que visa 
trazer mais trabalhadores 
estrangeiros para o Japão foi 
aprovado na terça-feira por 
maioria de votos na Câmara 
Baixa do Parlamento japo-
nês. A medida visa combater 
a grave escassez de mão de 
obra no país.
O projeto é uma revisão da 
legislação de imigração. O 
texto agora segue para a Câ-

O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, e o gover-
nador de Okinawa, Denny 
Tamaki, não conseguiram 
minimizar suas divergências 
quanto à transferência de 
uma base militar dos Esta-
dos Unidos dentro da pro-
víncia.
Em 9 de novembro, os go-
vernos central e okinawano 
deram início a conversações 
com um mês de duração so-
bre a transferência da base 
aérea de Futenma, perten-

O premiê do Japão vai se 
encontrar em separado com 
outros líderes mundiais nos 
bastidores da cúpula do G20 
em Buenos Aires. Os encon-
tros serão com os presiden-
tes dos Estados Unidos, da 
China e da Rússia.
O secretário-chefe do Ga-

ro-ministro quer liderar as 
discussões com a consciên-
cia de haver altas expectati-
vas para o Japão.
Após a cúpula do G-20, 
Shinzo Abe viaja ao Uru-
guai e ao Paraguai, no que 
serão as primeiras visitas de 
um premiê japonês aos dois 
países.

Trabalhadores Estrangeiros (28/11/2018)

Okinawa (28/11/2018)

G20 (28/11/2018)

Câmara Baixa aprova projeto para trazer mais 
mão de obra estrangeira para o Japão

Premiê do Japão e governador de Okinawa não conseguem 
minimizar divergência quanto à transferência de base dos EUA

Premiê do Japão vai se reunir nos bastidores do G20 com 
líderes mundiais

mara Alta para votação final.
Os dois tipos de vistos de 
residência criados pela lei 
devem entrar em vigor já em 
abril de 2019. O primeiro 
tipo vai ser para estrangeiros 
com capacitação técnica em 
áreas específicas. Eles vão 
poder trabalhar no Japão por 
até cinco anos, mas não po-
derão trazer familiares.
O segundo tipo de visto da 

cente ao Corpo de Fuzileiros 
Navais dos Estados Unidos, 
da cidade de Ginowan para a 
área costeira menos populo-
sa de Henoko, em Nago.
Na quarta-feira, o vice-se-
cretário-chefe de gabinete, 
Kazuhiro Sugita, e o vice-
governador de Okinawa, 
Kiichiro Jahana, se reuni-
ram pela quarta e última 
vez, mas não chegaram a um 
acordo.
No mesmo dia, Abe e Ta-
maki realizaram discussões 

binete, Yoshihide Suga, 
afirmou que Shinzo Abe 
vai deixar o Japão rumo à 
Argentina na quinta-fei-
ra. Suga disse que a cúpula 
será palco de uma discussão 
franca e direta entre os líde-
res visando o crescimento 
sustentável e inclusivo da 

nova lei é para estrangeiros 
com maior nível de profis-
sionalização. Nestes casos, 
não vai haver limite de per-
manência no Japão, e eles 
vão poder trazer suas famí-
lias para o país.
O governo planeja aceitar 
mão de obra estrangeira em 
catorze setores, incluindo 
agricultura e o de cuidados. 
Entretanto, o texto aprovado 

no escritório do primeiro-
ministro, em Tóquio. Foi o 
segundo encontro entre am-
bos desde meados de outu-
bro.
O governador de Okinawa 
pediu a eliminação de ris-
cos impostos pela base de 
Futenma, mas reiterou sua 
oposição à construção de 
uma nova instalação em He-
noko.
Ele exortou o premiê japo-
nês a levar em consideração 
a esmagadora oposição à 

A Suprema Corte da Co-
reia do Sul condenou uma 
das maiores empresas do 
Japão a indenizar trabalha-
dores sul-coreanos. Eles 
dizem terem sido forçados 
a trabalhar em fábricas da 
Mitsubishi Heavy Industries 
durante a Segunda Guerra 
Mundial. As relações entre 
os dois países estão estreme-
cidas desde que o tribunal 
proferiu uma decisão seme-

lhante no mês passado.
Cinco sul-coreanos que tra-
balharam em fábricas de 
Hiroshima também alegam 
que não receberam qual-
quer assistência médica da 
empresa após o bombardeio 
atômico de 1945.
Eles entraram com o pro-
cesso duas décadas atrás, e 
todos já faleceram. Suas fa-
mílias deram continuidade 
à busca por indenização, e 

devem receber os 70 mil dó-
lares concedidos a cada um.
Outro grupo de cinco traba-
lhadores sul-coreanos, que 
inclui quatro mulheres, in-
gressou com uma ação em 
2012. Eles dizem que foram 
forçados a trabalhar sem re-
ceber em Nagoya sob con-
dições severas. A Suprema 
Corte concedeu indeniza-
ções de até 130 mil dólares 
para cada um.

Suprema Corte da Coreia do Sul 
condena Mitsubishi Heavy Industries 
a indenizar trabalhadores

Coreia do Sul (29/09/2018)

No mês passado, a Supre-
ma Corte da Coreia do Sul 
condenou uma metalúrgica 
japonesa a indenizar quatro 
sul-coreanos no montante 
aproximado de 90 mil dóla-
res cada. O governo japonês 
reagiu à decisão. Ele diz que 
os direitos que estão sendo 
exigidos foram quitados de 
maneira completa e definiti-
va em 1965, quando Japão e 
Coreia do Sul normalizaram 
seus laços.

Após conquistar a Taça do 
Imperador neste domingo 
em Fukuoka, o lutador de 
sumô Takakeisho se com-
prometeu a intensificar seus 
treinos para garantir que sua 
primeira vitória não venha a 
ser também a sua última.
Takakeisho, que atualmente 
se encontra na 4ª mais alta 
categoria - a komusubi -, 
conquistou 13 vitórias du-
rante os 15 dias do torneio.
O lutador de 22 anos se diri-
giu a repórteres nesta segun-

O Fundo Monetário Inter-
nacional estima que o PIB 
japonês pode cair mais de 25 
por cento em 40 anos devido 
ao declínio populacional.
O FMI divulgou na quarta-
feira seu relatório anual so-
bre a economia e políticas 
do Japão. Segundo o docu-
mento, o Japão pode supe-
rar os efeitos da mudança 

Sumô (26/11/2018)

Economia (29/11/2018)

Takakeisho fala sobre 
sua primeira vitória 
no torneio de sumô da 
Taça do Imperador

FMI diz que PIB do 
Japão pode cair 25 por 
cento em 40 anos

da-feira afirmando que 
não imaginava conquis-
tar o primeiro lugar no 
torneio, mas sim apenas 
conseguir se sair bem o 
suficiente para ser pro-
movido a uma categoria 
acima, para sekiwake.
Takakeisho acrescentou 
que o torneio o fez enten-
der a importância de se 
concentrar em uma luta 
por vez, independente do 
resultado.

populacional permitindo 
a entrada de mais estran-
geiros em setores que 
sofrem com falta de mão 
de obra. O relatório tam-
bém diz que o país deve-
ria reduzir a diferença de 
renda baseada em gênero 
para encorajar as mulhe-
res a entrarem no merca-
do de trabalho.

na Câmara Baixa não dá de-
talhes do novo programa.
As deliberações sobre o pro-
jeto começaram na Câmara 
Alta na quarta-feira com a 
presença do primeiro-minis-
tro, Shinzo Abe. A oposição 
acusa o bloco situacionista 
de estar forçando a aprova-
ção do projeto.

planejada base que os elei-
tores manifestaram no pleito 
para governador em setem-
bro.
Shinzo Abe pediu apoio, no-
vamente, ao plano de trans-
ferência para que o terreno 
ocupado pela base aérea de 
Futenma possa ser devolvi-
do.
Ele propôs acabar, por en-
quanto, com as conversa-
ções entre Sugita e Jahana, 
e marcar uma nova rodada 
de discussões em uma data 
mais apropriada.

economia global. O por-
ta-voz disse também que, 
enquanto sede da próxima 
cúpula em 2019, o Japão 
pretende tomar a iniciativa 
para unificar as vozes em 
prol do crescimento.
Suga afirmou também que 
a agenda do primeiro-mi-

nistro inclui uma reunião a 
três com Donald Trump e 
o premiê indiano, Narendra 
Modi.
Abe vai aproveitar a viagem 
para fazer a primeira visita 
oficial de um premiê do Ja-
pão ao Uruguai e ao Para-
guai.
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